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昔ながらの桝席や舞台前の和　燭が往時を偲ばせる内子座の文楽公演 

和　燭のゆらめく灯に 

演じられる古典の極み芸 

その声色  音色が 

隅々にまで響きわたる 

大正木造の味わい深き場内 

 

演者と観客の間を 

息づかいまでもが交錯し 

幽玄の世界が立ちのぼる 

 

ここは愛媛最古の劇場　内子座 

古き良き芝居の醍醐味を今に伝える 

ろう　そく あかり 

1

愛媛県内子町 
◎内子座 文楽 

　本誌は、新しい時代に向けて変貌を遂げつつある四国の姿を幅広くお伝えするため

年２回発行している地域情報誌です。全国各地で活躍されている四国出身の企業経

営者の方々をはじめ、全国の企業や四国の経済団体、自治体などにお届けしています。 

内子座 文楽  

ニューツーリズムと四国の活性化 

 

四国におけるニューツーリズムの動き 

 
 
 
 

東洋のマチュピチュ・別子銅山東平地区 

海洋堂ホビー館 四万十 館長  宮脇  修氏 

伊予の国・菩提の道場 【愛媛編①】 

幅広い病原菌に効果を発揮、薬剤耐性の連鎖も断ち切る 
安全性の高い画期的な殺菌・殺カビ・殺ウイルス剤の創製 

 

高松東ファクトリーパーク（香川県さぬき市・三木町） 

一般財団法人 阪大微生物病研究会 

阿波スピンドル㈱（徳島県吉野川市） 
 

東祖谷古民家 
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No.40  2012年  春号 

四国歳時記 
 

ルネサンス・アイ 

 

四国フロンティア 

 
 
 
 

四国の近代化遺産 

四国で輝く 

四国八十八箇所を旅する 

テクノロジー・ナウ 

 

 

企業立地ニュース 

 

企業ズームアップ 

 

温故知新 

丁野  朗氏インタビュー 

美しき日本の残像を旅する 

香川県への立地企業インタビュー 

 

●  シクロツーリズム（自転車旅行） 
●  アートツーリズム 
●  エコツーリズム 
●  グリーンツーリズム（農山村の暮らし体験） 
●  ネイチャーツーリズム 
●  体験・交流型観光イベント 

回転体製造技術を武器に世界ブランドを確立したナンバーワン企業 

社団法人日本観光振興協会 常務理事・総合研究所長 
ちょう　の　　　あきら 

べっ　 し　　　　　　　 とう　 なる 

樋口  富彦氏 
徳島大学名誉教授 理学博士・㈱マイクロバイオテック 代表取締役社長 

ひがし   い　　や 

［写真提供：産経新聞社］ 



 ［右から太夫 豊竹嶋大夫、三味線 鶴澤清治、人形 吉田文雀］ 

［三味線 鶴澤清治（人間国宝）］ 

［演目「　山姫捨松」にて、女形人形「中将姫」を遣う吉田文雀（人間国宝）］ 

小
田
川 

56

商いと暮らし博物館 

大森和ろうそく屋 

町家資料館 

本芳我家 
（国指定重要文化財） 

木 資料館 上芳我邸 
（国指定重要文化財） 

八日市・護国町並保存センター 

高昌寺 

内子町役場 
内子分庁 

本町広場 

内子座 

大村家 
（国指定重要文化財） 

重要伝統的建造物群 
保存地区（町並保存地区） 

郷之谷川 

愛
慕
と
期
待 

胸
に
高
ま
り 

伝
統
再
現
を
待
ち
わ
び 

遠
く
近
く 

集
う
人
々 

 

太
夫
の
語
り 

三
味
の
音 

人
形
遣
い
の
芸
の
綾 

哀
し
く
も
美
し
く 

人
情
世
界
を
描
く
人
形
芝
居 

人
の
心
を
打
ち
て
止
ま
ず 

 

古
の
町
並
み
残
る
内
子
で 

文
楽
の
雅
に
酔
う
晩
夏 

人形の首と右手を動かす「主遣い」、左手を動かす「左遣い」、足を動かす「足遣い」の三人が一心同体となり、人形に人間のこころを吹き込む 
 

23

「内子座文楽」の公演に詰めかけた人々。開場を今や遅しと待ちわびる 

　かつて木　や和紙で栄え、白壁の商

家や土蔵が建ち並ぶ歴史的町並みで

知られる内子町。大正５年（１９１６）、本

格的歌舞伎劇場として建てられた内子座

は町のシンボルであり、現在も芝居や

コンサート等に幅広く利用されている。 

　「内子座 文楽」は平成７年（１９９５）に

始まり、毎年８月、わが国を代表する太夫

（語り）・三味線・人形遣いらによって

上演されている。古い劇場独特のぬくも

りに加え、演者の息遣いまでも伝わる

迫力や客席との一体感などの魅力にあ

ふれる。今では内子の夏の風物詩として

定着し、地元のみならず、全国の文楽

ファンから愛

されている。 愛媛県 

香川県 

徳島県 
高知県 

内子町 

初日に行われる鏡開き 
 

太夫と三味線による義太夫節が、登場人物の 
セリフや心情、物語の情景を紡ぎ出す 
 

太夫が語りの際に用いる床本 

会場の準備をする地元のボランティア 
［写真提供：産経新聞社］ 

い
に
し
え 

平成２４年８月２５日（土）～２６日（日） 
午前の部：１０時開演  午後の部：１４時開演 
定員：各４５５名  
○お問い合わせは 
　内子座文楽公演実行委員会事務局 
　電話.０８９３-４４-２１１４ 
　（平日８：３０～１７：００ 土・日・祝休）もしくは 
　http：//www.town.uchiko.ehime.jp/site/bunraku/ まで 

◎内子座 文楽［第１６回公演］開催予定 

かしら　　　　　　　　　　　　　　おも 

ゆか ほん 

200m0

ひばりやまひめすてのまつ　　　　　　　お　やま　　　　　ちゅうじょうひめ 

N

◎内子座 文楽 



聞き手 ： 編集事務局 

「ニューツーリズムと四国の活性化」 
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【特集】四国のニューツーリズム 

地
域
の
総
合
力
が
試
さ
れ
る 

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム 

プロフィール／１９５０年 高知県生まれ。１９７３年同志
社大学卒業後、民間のシンクタンクを経て、１９８９年、
（財）余暇開発センター入所。ハッピーマンデー（祝日
の月曜日指定）制度の創設を提唱したほか、産業観
光などの地域振興事業、「レジャー白書」の編集など
に携わる。２００２年より、（財）社会経済生産性本部に
移籍、２００８年、（社）日本観光振興協会常務理事・総合
研究所長に就任。経済産業省「産業遺産活用委員会」、
国土交通省「観光圏整備検討委員会」、「観光統計の
整備に関する検討懇談会」等の委員を務めるなど、
政府の政策形成にも関わっている。 

丁野  朗氏インタビュー 

丁野 朗氏 

社団法人日本観光振興協会 
常務理事・総合研究所長 

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
時
代 

四
国
に
お
け
る 

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
向
性 

　
　「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。 

 

　
明
確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農

作
業
や
農
村
生
活
を
体
験
す
る
「
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
自
然
生
態
等

に
つ
い
て
学
ぶ
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

な
ど
、「
観
光
ニ
ー
ズ
や
旅
行
形
態
の

変
化
等
を
背
景
に
、
か
つ
て
は
観
光
資

源
と
見
做
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
資
源
を

対
象
と
す
る
新
た
な
旅
行
の
形
態
」
と

い
っ
た
概
ね
の
合
意
は
で
き
つ
つ
あ
る

よ
う
で
す
。
概
し
て
、「
テ
ー
マ
性
が

強
い
」、「
体
験
、
交
流
と
い
っ
た
要
素

を
持
つ
」
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

    

　
　
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
め
て
い
く

上
で
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
ま
ず
は
、
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

そ
れ
に
合
致
す
る
地
域
資
源
の
発
掘
・

編
集
が
課
題
と
な
り
ま
す
。 

　
旅
行
者
の
主
な
出
発
地
で
あ
る
都
市

の
観
光
事
業
者
（
旅
行
会
社
な
ど
）
は
、

変
化
す
る
ニ
ー
ズ
は
把
握
で
き
て
も
、

そ
れ
に
即
し
た
地
域
資
源
情
報
に
疎
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
目
的
地
と
な
る
地
方
の
観
光

事
業
者
（
地
元
旅
行
会
社
、
ホ
テ
ル
・

旅
館
、
観
光
施
設
な
ど
）
は
、
都
市

住
民
に
接
す
る
機
会
が
少
な
く
、
日
々

接
す
る
地
域
資
源
も
当
た
り
前
過
ぎ
て

過
小
評
価
し
が
ち
で
す
。
ま
た
、
都
市

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
旅
行

商
品
を
開
発
す
る
能
力
や
経
験
が
十
分

に
な
い
の
が
実
状
で
す
。
さ
ら
に
、
地

元
住
民
や
観
光
業
以
外
の
農
林
漁
業

や
製
造
業
、
商
業
な
ど
と
の
接
点
が

少
な
く
、
地
域
な
ら
で
は
の
体
験
・
交

流
メ
ニ
ュ
ー
を
旅
行
商
品
化
す
る
際
に

大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
都
市
と
地
方

双
方
の
観
光
事
業
者
間
の
連
携
は
も
と

よ
り
、
地
元
の
住
民
や
ま
ち
お
こ
し
組

織
、
さ
ら
に
は
一
次
産
業
は
じ
め
幅
広

い
業
種
の
方
々
の
理
解
や
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
地
域
と
し
て
の
「
総
合
力
」

が
試
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。 

 

　
　
魅
力
あ
る
商
品
が
創
出
さ
れ
る
と
、

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
進
み
ま
す
か
。 

 

　
実
は
、
こ
こ
か
ら
が
さ
ら
に
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
地
方
の
観
光
事
業
者
は

魅
力
的
な
旅
行
商
品
を
創
出
し
て
も
、

そ
れ
を
流
通
さ
せ
る
十
分
な
チ
ャ
ネ
ル

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
一
方
、
幅
広
い
流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
持

つ
都
市
の
観
光
事
業
者
が
、
全
国
各
地

に
点
在
す
る
多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
の
旅

行
商
品
を
発
掘
し
販
売
す
る
に
は
、
多

く
の
コ
ス
ト
を
必
要
と
し
、
流
通
さ
せ

に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
現

在
、
観
光
庁
で
は
、
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の

把
握
や
旅
行
商
品
の
流
通
に
向
け
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
た
め
の
事
業
化

実
験
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

　
　
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進
事
例
と

し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。 

 

　
私
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
た

愛
媛
県
宇
和
島
市
は
、
日
本
一
の
真
珠

養
殖
産
地
で
す
。
こ
こ
で
は
、
ア
コ
ヤ

貝
へ
の
核
入
れ
や
ア
ク
セ
サ
リ
の
制
作

体
験
、
良
質
な
パ
ー
ル
パ
ウ
ダ
ー
を
活

用
し
た
化
粧
品
や
エ
ス
テ
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
、
さ
ら
に
は
ア
コ
ヤ
貝
の
貝
柱
を

食
材
に
使
っ
た
料
理
や
加
工
食
品
の
開

発
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
養
殖
業
者
や
エ
ス
テ
業
者
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
が
連
携
し
て
、
真
珠
を
テ
ー

マ
に
し
た
旅
行
商
品
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
た
だ
、
観
光
業
に
は
、
季
節
や
曜
日

な
ど
に
よ
っ
て
需
要
が
大
き
く
変
動
す

る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う

克
服
し
持
続
的
な
協
力
関
係
を
構
築
し

て
ゆ
く
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。 

 

　
　
需
要
の
変
動
に
対
す
る
工
夫
と
し

て
何
か
あ
り
ま
す
か
。 

 

　
観
光
客
の
た
め
だ
け
の
施
設
や
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
需
要
が
不
安
定
と
な
り
、

継
続
的
な
事
業
の
運
営
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
逆
説
的
で
す
が
、
地
域
や
そ
の

周
辺
の
人
た
ち
に
も
繰
り
返
し
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。 

　
こ
れ
も
四
国
の
事
例
で
す
が
、
新
居

浜
市
の
あ
る
観
光
施
設
で
は
、　
年
程

前
の
冬
に
、
来
場
者
が
ゼ
ロ
の
日
が
あ

り
ま
し
た
。
危
機
感
を
持
っ
た
関
係
者

は
、
鉱
泉
を
活
か
し
て
温
泉
を
導
入
し
、

地
域
の
人
た
ち
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、

盛
り
返
し
て
い
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。 

    

　
　
四
国
ら
し
さ
を
活
か
し
た
ニ
ュ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
向
性
と
は
。 

 

　
四
国
で
は
、
交
通
の
便
が
悪
く
、
移

動
に
時
間
を
要
す
る
地
域
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
逆
手
に
と
っ
た
滞

在
型
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
一
つ
の

方
向
性
で
す
。
四
万
十
川
流
域
、
宇
和

海
、
四
国
カ
ル
ス
ト
、
祖
谷
地
方
等
は

滞
在
型
に
舵
を
切
る
こ
と
で
、
飛
躍
す

る
き
っ
か
け
を
掴
め
る
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
の
際
に
は
、
観
光
施
設
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
飲
食
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
、
さ
ら
に
は
病
院
や
薬
局
な
ど
の
日

常
生
活
に
必
要
な
情
報
を
揃
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
地
域
で
の
交

通
の
便
を
確
保
す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー

や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
な
ど
も
重
要
で
す
。 

 

　
　
滞
在
型
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
方

向
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。 

 

　
も
う
一
つ
の
方
向
性
は
、
共
通
テ
ー

マ
で
四
国
各
地
の
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
進
め
る
広
域
化
路
線
で
す
。 

　
一
般
に
遠
距
離
か

ら
来
訪
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
現
地
で
の
広

域
移
動
が
苦
に
な
ら

な
く
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

テ
ー
マ
や
資
源
が
魅

力
的
で
あ
れ
ば
、
県

境
を
跨
ぐ
広
域
観
光

ル
ー
ト
に
も
大
き
な

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
推
進
の
観

点
か
ら
は
、
四
国
以

外
の
地
域
と
の
連
携

も
重
要
で
す
。
既
に

西
日
本
全
体
で
、
瀬
戸
内
海
を
軸
に

外
国
人
向
け
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
形
成

を
め
ざ
す
「
エ
メ
ラ
ル
ド
ル
ー
ト
」
構

想
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。 

 

　
　
広
域
化
の
前
提
と
な
る
共
通
テ
ー

マ
と
し
て
、
お
勧
め
は
あ
り
ま
す
か
。 

 

　
四
国
で
は
、
し
ま
な
み
海
道
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
や
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
な

ど
は
既
に
大
き
な
集
客
実
績
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
瀬
戸
内
海
を
舞
台
と
し
た

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
四
国
巡
礼
な
ど
も
、

今
後
の
着
実
な
来
訪
者
の
増
加
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
四
国
共
通
の
テ
ー
マ
と

し
て
売
り
出
し
て
ゆ
く
こ
と
が
有
望
だ

と
思
い
ま
す
。 

日本一の真珠養殖産地・愛媛県宇和島市では、真珠の核入れ・玉出し、アクセサリ制作、 
パールエステ、アコヤ貝の貝柱料理など、真珠をテーマとする様々な体験ができる 

ちょう　 の　　　あきら 

瀬戸内国際芸術祭 
　直島、小豆島など瀬戸内海の島々を舞台に、２０１０年に
初めて開催された。自然の中に、現代アート作品を配置する
もので、国内外から約９４万人が訪れるなど、大きな反響を呼び、
３年に１度開催されることになった。次回は２０１３年。 

ちょう　 の　　　　あきら 

王文志（台湾）作「小豆島の家」 

芸術祭期間中、小豆島に設置された人気スポット。竹で作られており、 
通路を抜けると、高さ１０～１５ｍの巨大なドームの空間に辿りつく 



広島駅 

松山駅 

今治駅 

いよ小松JCT

サイクリングロード 
瀬戸内しまなみ海道 
（西瀬戸自動車道） 

松山IC

今治小松 
自動車道 

広島県 

愛媛県 松山自動車道 

JR
予
讃
線
 

山陽自動車道 

山陽新幹線 
JR山陽本線 

JR呉線 

大三島 

大島 
伯方島 

生口島 因島 

向島 

福山西IC

尾道駅尾道駅 尾道駅 

今治湯ノ浦IC

今治IC
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国
内
外
の
自
転
車
愛
好
家
が
集
ま
り
、

四
国
を
一
周
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
第
１
回

コ
グ
ウ
ェ
イ
※
四
国
」
が
、
平
成
　
年

９
月
、　
日
間
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。 

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
世
界
　
カ
国

３
万
㎞
を
走
破
し
た
女
性
サ
イ
ク
リ
ス

ト
・
山
田
美
緒
氏
（
神
奈
川
県
在
住
）

が
発
案
。
か
つ
て
自
転
車
で
日
本
を
一

周
し
た
際
、「
桃
源
郷
の
よ
う
な
四
万
十

川
の
景
色
や
、
お
遍
路
さ
ん
の
お
も
て

な
し
文
化
の
あ
る
四
国
が
最
も
印
象

に
残
っ
た
」
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
四

国
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
た
い
と

考
え
た
の
が
き
っ
か
け
。 

　
山
田
氏
ら
　
代
男
女
　
数
名
が
中
心

と
な
っ
た
「
コ
グ
ウ
ェ
イ
四
国
実
行
委

員
会
」
が
、
一
年
が
か
り
で
準
備
を

進
め
、
四
国
の
自
治
体
や
企
業
な
ど
の

協
力
も
得
て
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。 

  

　
山
田
氏
が
世
界
各
地
で
知
り
合
っ
た

海
外
８
カ
国
・
約
　
人
を
含
む
総
勢
　

人
が
、
尾
道
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
し
ま

な
み
海
道
を
経
て
今
治
市
に
入
り
、
四

国
を
時
計
回
り
に
合
計
７
５
０
㎞
を
走

破
し
た
。 

　
途
中
、
参
加
者
は
、
金
刀
比
羅
宮
の

石
段
登
り
や
阿
波
踊
り
、
カ
ツ
オ
の

わ
ら
焼
き
タ
タ
キ
な
ど
四
国
の
自
然
や

文
化
を
地
元
の
人
々
と
交
流
し
な
が
ら

体
験
、
宿
坊
（
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場

に
あ
る
お
遍
路
さ
ん
用
の
宿
泊
施
設
）

に
も
泊
ま
る
な
ど
、
四
国
の
魅
力
を

存
分
に
味
わ
っ
た
。 

　
今
年
も
９
月
　
日
か
ら
　
月
　
日
に

第
二
回
目
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。
今

後
も
継
続
開
催
す
る
こ
と
で
、
四
国

を
自
転
車
旅
行
の
世
界
的
な
「
聖
地
」

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。 

【特集】四国のニューツーリズム 
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シクロツーリズム（自転車旅行） 

四
国
に
お
け
る 

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
き 

6

　
地
域
の
特
色
あ
る
自
然
や
生
活
、産
業
、歴
史
文
化
、食
な
ど
を
体
験
し
た
り
、

地
元
の
人
々
と
交
流
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
観
光
、い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

四
国
各
地
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。 

海風を感じながらのサイクリング（来島海峡大橋上） 

瀬
戸
内
海
を
ま
た
ぐ
「
し
ま
な
み
海
道
」
の
自
転
車
旅
行
（
愛
媛
県
今
治
市
〜
広
島
県
尾
道
市
） 

サ
イ
ク
リ
ス
ト 

憧
れ
の
ス
ポ
ッ
ト 

四
国
一
周
の
国
際
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
「
コ
グ
ウ
ェ
イ
四
国
」 

世
界
を
走
っ
た 

女
性
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
発
案 

　
平
成
　
年
　
月
、
西
日
本

最
高
峰
の
石
　
山
に
つ
な
が

る
石
　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
、

標
高
差
８
５
０
ｍ
を
駆
け
上

が
る
自
転
車
レ
ー
ス
「
石
　
山
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、
３
０
０

人
が
参
加
し
た
。 

　
主
催
は
、
愛
媛
県
久
万
高
原
町
や

石
　
神
社
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員

会
で
、
愛
媛
県
な
ど
も
積
極
的
に
後
押

し
し
て
い
る
。 

　
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
は
、
肉
体
的
に
ハ
ー

ド
で
達
成
感
が
得
ら
れ
る
一
方
、
下
り

坂
が
な
い
の
で
ス
ピ
ー
ド
が
余
り
出
ず

安
全
性
も
高
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

現
在
、
世
界
各
地
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

お
り
、
国
内
で
も
約
５
０
０
０
人
が
参

加
す
る
富
士
山
や
乗
鞍
岳
な
ど
各
地
で

大
小
１
０
０
以
上
の
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。 

　
山
岳
ロ
ー
ド
を
舞
台
に
し
た
本
格
的

な
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
が
開
催
さ
れ
た
の

は
、
四
国
で
は
今
回
が
初
め
て
。
コ
ー

ス
は
標
高
６
４
２
ｍ
の
面
河
関
門
（
久

万
高
原
町
）
を
出
発
、
石
　
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
通
っ
て
標
高
１
４
９
２
ｍ
の

土
小
屋
（
同
町
）
を
目
指
す
全
長
　
㎞

（
下
り
区
間
　
㎞
を
除
く
）
の
タ
イ
ム
で

競
っ
た
。 

　
登
り
区
間
の
平
均
勾
配
　
％
と
、
全

国
の
有
名
大
会
に
匹
敵
す
る
難
コ
ー
ス

で
あ
り
、
ま
た
石
　
山
系
の
美
し
い

自
然
と
相
俟
っ
て
、
自
転
車
雑
誌
等

で
は
、
今
後
、
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
で
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
に
育
つ
可
能
性
も
あ
る
と

高
く
評
価
さ
れ
た
。
　
年
度
は
、
前
年

度
の
倍
の
６
０
０
人
規
模
で
の
開
催
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
自
転
車
に
よ
る
地

域
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

   

　
愛
媛
県
今
治
市
と
広
島
県

尾
道
市
の
間
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
芸

予
諸
島
を
　
本
の
橋
で
結
ぶ
西
瀬
戸
自

動
車
道
、
通
称
「
し
ま
な
み
海
道
」。
橋

に
は
自
転
車
歩
行
者
道
※
が
併
設
、
島

内
に
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
総
延
長
は
　
㎞
。
瀬
戸

内
の
多
島
美
と
近
代
的
な
橋
が
融
合
し

た
独
特
の
景
観
を
眺
め
な
が
ら
安
全
快

適
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
き
る
、
愛
好
者

憧
れ
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。 

    

　
し
ま
な
み
海
道
沿
い
に
は
　
ヵ
所
の

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
、

ど
こ
で
も
乗
り
捨
て
可
能
。
ま
た
、
沿

線
に
は
地
元
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
、

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

な
ど
が
協

力
し
て
、

無
料
休
憩

所
「
し
ま

な
み
サ
イ

ク
ル
オ
ア

シ
ス
」
が

　
箇
所

（
　
年
末

現
在
）
整

備
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
ト
イ
レ

や
飲
み
水
を
無
償
提
供
し

て
も
ら
え
る
ほ
か
、
空
気

入
れ
や
周
遊
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

な
ど
も
備
え
て
い
る
。 

　
一
つ
の
島
を
一
周
す
る
も

よ
し
、
海
道
を
走
り
切
る
も

よ
し
、
自
分
の
体
力
や
興
味

に
応
じ
て
様
々
な
楽
し
み
方

が
で
き
る
。 

   

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
シ
ク
ロ
※

ツ
ー
リ
ズ
ム
し
ま
な
み
」（
代
表

山
本
優
子
氏
　今
治
市
）で
は
、

自
転
車
に
乗
っ
て
し
ま
な
み

海
道
を
楽
し
む
た
め
の
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。 

　
ベ
テ
ラ
ン
サ
イ
ク
リ
ス
ト

が
と
っ
て
お
き
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

案
内
し
た
り
、
島
な
ら
で
は
の
味
覚
や

磯
遊
び
な
ど
を
楽
し
め
る
自
転
車
旅
行

を
催
行
、
地
元
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー

を
盛
り
込
ん
だ
旅
の
企
画
力
に
大
手

旅
行
会
社
も
注
目
し
て
い
る
。 

四
国
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
聖
地
へ 

尾道市 

弓削島 

今治市 

善通寺市 

高松市 

徳島市 
三好市 

高知市 

四万十町窪川 

内子町 

松山市 

四万十町十和 

香川県 

徳島県 

高知県 
愛媛県 

広島県 

N四国内の行程図 

サ
ポ
ー
ト
体
制
も
充
実 無料休憩所「しまなみサイクルオアシス」 

滞
在
型
サ
イ
ク
リ
ン
グ 

ツ
ア
ー
の
創
出 

◎ＮＰＯ法人シクロツーリズムしまなみ  http://www.cyclo-shimanami.com/◎コグウェイ四国実行委員会  http://cog-way.net/shikoku/

※コグウェイとは、自転車を「こぐ」と「ウェイ（道）」を
　掛け合わせた造語。「楽しく自転車をこぎながら、
　自分の力で道を切り開こう」との思いをこめている 

四国一周の途中、八十八箇所宿坊で朝のお勤めを体験（仙遊寺） 

西
日
本
最
高
峰
を
自
転
車
で
登
る
「
石
　
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」 

石　山スカイラインを自転車で駆け上る競技者 

◎石　山ヒルクライム実行委員会  http://extyle.info/ishizuchi_hillclimb/

※
尾
道
〜
向
島
を
結
ぶ
新
尾
道
大
橋
は
自
転
車
通
行
不
可
。

　
並
行
す
る
尾
道
大
橋
も
自
転
車
通
行
に
適
さ
な
い
た
め
、

　
尾
道
〜
向
島
間
は
、通
常
、渡
船
を
利
用 

※
シ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム（cyclo-tourism

e

）と
は
仏
語
で
自
転

　
車
旅
行
の
こ
と 

１０ 

７０ 

１４ ３６ ２３ 

：
 

２３ 

１１ 

２１ 

４０ 

６０ 

２３ 

１０ 

７.４ 

１７.３ 

３.７ 

１０ 

２０ 

,

３０ 

１０ 

１０ 

２４ 

,
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アートツーリズム 
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【特集】四国のニューツーリズム 

エコツーリズム 

現
代
ア
ー
ト
に
出
会
え
る
島
（
香
川
県
直
島
町
） 

   
　
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
直

島
で
の
ア
ー
ト
活
動
は
、
福
武
總
一
郎

氏
（
現
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
会
長
）
が
「
島
の
中
に
現
代

ア
ー
ト
を
置
き
、
一
人
ひ
と
り
の

方
が
作
品
と
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

『B
enesse

（
よ
く
生
き
る
）』
を
考
え

る
場
を
作
り
た
い
」
と
着
想
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。 

　
１
９
９
２
年
、
建
築
家
・
安
藤
忠
雄

氏
の
設
計
に
よ
る
美
術
館
と
ホ
テ
ル
が

一
体
と
な
っ
た
「
ベ
ネ
ッ
セ
ハ
ウ
ス
」

が
開
館
。
１
９
９
８
年
か
ら
は
、
島
内

の
古
い
家
屋
を
改
修
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
家
の
空
間
そ
の
も
の
を
作
品
と
す

る
「
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
た
。 

　
ま
た
、
島
内
に
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
直
島
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

作
品
を
次
々
に
設
置
。
海
辺
に
据
え

付
け
ら
れ
た
草
間
彌
生
氏
の
「
南
瓜
」

な
ど
、
有
名
作
家
の
作
品
も
多
い
。 

　
２
０
０
４
年
に
は
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ

ネ
の
絵
画
な
ど
を
自
然
光
だ
け
で
鑑
賞

す
る
「
地
中
美
術
館
」、
２
０
０
９
年

に
は
ア
ー
ト
作
品
と
銭
湯
を
兼
ね
た

直
島
銭
湯
「
Ｉ
　
湯
（
ア
イ
ラ
ヴ
ユ
）」、

２
０
１
０
年
に
は
韓
国
出
身
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
李
禹
煥
氏
の
作
品
を
集
め

た
「
李
禹
煥
美
術
館
」
な
ど
が
次
々
に

建
設
さ
れ
、
島
全
体
が 

ア
ー
ト 

を
軸

に
進
化
し
続
け
て
い
る
。 

   

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
直
島

の
訪
問
者
は
年
々
増
加
、
２
０
１
１
年

に
は
国
内
外
か
ら
　
万
人
を
超
え
た
。 

　
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
旅
行
ガ
イ
ド
「
ミ

シ
ュ
ラ
ン・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」

で
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、「NAOSH

IM
A

」

は
世
界
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
お
り
、
多

く
の
外
国
人
が
訪
れ
て
い
る
。 

   

　
２
０
１
０
年
に
直
島
や
周
辺
の
島
々

を
会
場
に
し
た
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
０
」
が

開
催
さ
れ
た
。
世
界
　
の
国
と
地
域
か

ら
、　
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
直
島
、
小
豆
島
な
ど
瀬
戸
内
の

７
つ
の
島
と
高
松
港
周
辺
を
舞
台
に
、

地
元
の
自
然
や
風
土
を
活
か
し
た
作
品

を
展
示
。
全
体
の
来
場
者
数
は
目
標
の

３
倍
以
上
の
　
万
８
千
人
に
達
す
る
な

ど
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。 

　
こ
う
し
た
成
功
も
あ
っ
て
、
芸
術
祭

は
３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
次
回
は
２
０
１
３
年
に
瀬
戸
内
に

あ
る
他
の
島
に
も
拡
大
し
て
開
か
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。 

環
境
保
護
へ
の
理
解
を
深
め
る
エ
コ
ツ
ア
ー
（
高
知
県
大
月
町
柏
島
） 

   

　
高
知
県
の
西
南
端
に
あ
る

周
囲
　
㎞
、
人
口
５
０
０
人
ほ
ど
が

暮
ら
す
小
さ
な
島
・
柏
島
。 

　
そ
の
周
辺
の
海
は
、

南
か
ら
の
澄
ん
だ
暖

流
・
黒
潮
と
、
瀬
戸
内

海
か
ら
豊
後
水
道
を

南
下
す
る
栄
養
豊
富

な
水
と
が
混
じ
り
合

う
こ
と
で
、
海
洋
生
物

の
宝
庫
と
な
っ
て
お
り
、

確
認
さ
れ
た
魚
類
は
、

日
本
産
４
千
種
の
う
ち

１
千
種
を
超
え
る
。 

　
こ
の
島
の
す
ぐ
近
く

に
は
、
造
礁
サ
ン
ゴ
や

宝
石
サ
ン
ゴ
な
ど
が
生

息
す
る
透
明
度
　
ｍ
の

海
が
広
が
っ
て
い
る
。

特
に
、
熱
帯
と
温
帯

そ
れ
ぞ
れ
の
海
域
に
棲

む
魚
た
ち
が
共
生
す
る

様
子
や
、
他
で
は
滅
多

に
見
る
こ
と
の
出
来
な

い
珍
し
い
魚
種
に
出
会

え
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ

の
ダ
イ
バ
ー
も
絶
賛
す

る
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
。 

 

   

　
こ
う
し
た
豊
か
な
海
に
惚
れ
込
ん

で
柏
島
に
移
住
し
た
神
田
優
氏
は
、

２
０
０
２
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
黒
潮
実

感
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
、
人
と
海
が
共

生
す
る
持
続
可
能
な
「
里
海
づ
く
り
」

に
取
り
組
み
始
め
た
。 

　
域
外
か
ら
の
ダ
イ
バ
ー
と
漁
業
者
な

ど
地
元
住
民
と
の
間
の
円
滑
な
関
係
構

築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
魚
の
棲
み
家

と
な
る
サ
ン
ゴ
や
藻
場
の
保
全
活
動
な

ど
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
、
地
元
の
林
業
関
係

者
や
ダ
イ
バ
ー
、
漁
業
関
係
者
と
協

力
、
間
伐
さ
れ
た
杉
や
檜
の
枝
葉
を
海

中
に
沈
め
て
ア
オ
リ
イ
カ
の
産
卵
床
を

作
る
な
ど
、
漁
業
資
源
の
回
復
に
成
果

を
挙
げ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
柏
島
の
海
の
環
境
調
査
を
継

続
的
に
実
施
し
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
活
動
の
成
果
を
生
か
し

て
、
柏
島
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
と
と

も
に
、
来
訪
者
の
環
境
意
識
を
高
め
る

た
め
、
手
づ
く
り
の
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開

催
し
て
い
る
。 

　
自
ら
撮
影
し
た
映
像
な
ど
を
使
っ
て

柏
島
の
豊
か
な
自
然
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に

説
明
、
ま
た
、
船
底
が
透
明
な
ク
リ
ア

カ
ヌ
ー
を
漕
い
だ
り
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
を
し
な
が
ら
多
様
な
海
中
の
生
物

を
見
て
楽
し
む
。
夜
に
は
懐
中
電
灯
片

手
に
岸
壁
で
海
の
生
き
物
の
夜
の
生
態

を
観
察
。
柏
島
の
海
に
対
す
る
豊
富
な

知
識
と
深
い
愛
情
に
溢
れ
た
内
容
が
人

気
と
な
っ
て
い
る
。 

　
２
０
１
０
年
に
は
、
こ
う
し
た
活
動

が
評
価
さ
れ
、
環
境
省
「
第
６
回
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
」
を
受
賞
、
環
境
教

育
と
観
光
と
の
両
立
を
目
指
し
た
先
進

事
例
と
し
て
、
全
国
の
注
目
を
集
め
て

い
る
。 

海辺でのシュノーケリング体験 

柏島の多種多様な魚とサンゴ 

進
化
を
続
け
る 

現
代
ア
ー
ト
の
島 

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
で 

更
な
る
飛
躍 

 

世
界
が
注
目
す
る 

「
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」 

大竹 伸朗  直島銭湯「Ｉ　 湯」［撮影：渡邉 修］ 

草間 彌生「南瓜」［撮影：安斎 重男］ 
穏やかな瀬戸内海の風景に映える現代アート作品 

家プロジェクト「角屋」宮島 達男“Sea of Time ’９８（時の海’９８）”  
 
２００年ほど前に建てられた家屋を改修し、作品としている 

日
本
有
数
の 

ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト 

◎ベネッセアートサイト直島  http://www.benesse-artsite.jp/◎ＮＰＯ法人黒潮実感センター  http://www.orquesta.org/kuroshio/

柏島の遠景 

環
境
省
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞 

受
賞 

［写真提供：ＮＰＯ法人黒潮実感センター］ 

な
お 

し
ま 

［撮影：上野 則宏］ 
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囲炉裏を囲んでの受け入れ家族との団欒 

11

グリーンツーリズム（農山村の暮らし体験） 

10

【特集】四国のニューツーリズム 

ネイチャーツーリズム 

太平洋に突き出した室戸岬。海岸一帯に独特の景観が広がる 

民
泊
で
農
山
村
生
活
を
体
験
（
徳
島
県
三
好
市
、美
馬
市
、東
み
よ
し
町
、つ
る
ぎ
町
） 

   
　
徳
島
県
西
部
に
あ
る
旧
山

城
町
で
は
、
１
９
９
８
年
か
ら
修
学
旅

行
生
ら
を
受
け
入
れ
る
「
山
村
生
活
体

験
受
け
入
れ
事
業
」
を
行
っ
て
い
た
。

２
０
０
４
年
の
三
好
市
へ
の
合
併
を

経
て
、
２
０
０
７
年
に
は
、
地
域
住
民

や
行
政
関
係
者
ら
で
、
体
験
型
観
光

の
受
け
入
れ
窓
口
と
な
る
協
議
会
を

設
立
、
約
　
の
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。 

　
そ
の
後
、
事
業
が
定
着
す
る
な
か
、

観
光
庁
の
「
に
し
阿
波
観
光
圏
」
に
認

定
さ
れ
て
い
る
徳
島
県
西
部
の
２
市

２
町
（
三
好
市
、
美
馬
市
、
東
み
よ

し
町
、
つ
る
ぎ
町
）
に
民
泊
受
け
入

れ
家
庭
が
拡
大
、
２
０
１
１
年
に
は

従
来
の
協
議
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、

地
域
の
観
光
振
興
全
般
を
担
う
中
核

組
織
と
し
て
一
般
社
団
法
人
「
そ
ら
の

郷
」
を
設
立
し
た
。 

　
２
０
１
１
年
に
は
、
関
西
方
面
の
中

学
生
を
中
心
に
　
校
、

約
３
５
０
０
人
の
修
学

旅
行
生
を
受
け
入
れ
る

な
ど
、
体
験
型
教
育

観
光
で
着
実
に
実
績
を

あ
げ
て
い
る
。 

  

　
そ
ら
の
郷
で
は
、
修
学
旅
行
生
ら
を

民
泊
家
庭
の
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え

入
れ
、
農
作
業
や
山
仕
事
、
風
呂
焚
き

か
ら
料
理
ま
で
、
様
々
な
共
通
体
験
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
助
け
合
う
こ
と
の

大
切
さ
や
共
に
働
く
こ
と
の
喜
び
を

実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

　
受
け
入
れ
先
に
よ
り
体
験
内
容
は
異

な
る
が
、
例
え
ば
、
急
斜
面
の
山
を
開

墾
し
て
作
ら
れ
た
田
畑
で
は
、
農
作
業

を
し
な
が
ら
先
人
た
ち
の
苦
労
や
歴
史

を
実
感
。 

　
ま
た
、
畑
の
野
菜
の
収
穫
や
山
菜
取

り
、
川
で
の
ア
メ
ゴ
釣
り
を
し
た
後

に
、
そ
れ
ら
の
料
理
も
受
け
入
れ
家
族

と
一
緒
に
体
験
す
る
。 

　
山
仕
事
に
つ
い
て
は
、
山
の
下
草
刈

り
や
、
杉
や
竹
の
間
伐
作
業
、
五
右
衛

門
風
呂
が
あ
る
家
で
は
、
間
伐
し
て

持
ち
帰
っ
た
木
を
薪
に
し
て
風
呂
を
沸

か
し
入
浴
す
る
。
さ
ら
に
、
牛
や
山
羊

な
ど
の
世
話
や
炭
焼
き
体
験
、
蕎
麦
打

ち
や
こ
ん
に
ゃ
く
・
豆
腐
作
り
、
山
か

ら
と
っ
て
き
た
「
つ
る
」
で
の
カ
ゴ

づ
く
り
な
ど
も
体
験
で
き
る
。 

　
こ
の
他
、
市
内
を
流
れ
る
吉
野
川

が
全
国
有
数
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
（
ゴ

ム
ボ
ー
ト
で
の
川
下
り
）
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
初
級
者

コ
ー
ス
の
体
験
も
人
気
と
な
っ
て
い
る
。 

　
体
験
を
終
え
て
帰
宅
す
る
頃
に
は
、

学
生
と
受
け
入
れ
家
庭
が
と
も
に
別

れ
を
惜
し
む
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
る
。 

急斜面での野菜の収穫体験 

隆
起
し
た
奇
岩
が
織
り
な
す
独
特
の
景
観
を
体
験
（
高
知
県
室
戸
市
） 

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク 

と
は 

　
ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
を
受
け
る

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
事
務
局
パ
リ
）」
が
認
定
す

る
も
の
で
、
貴
重
な
地
質
資
源
を

多
数
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
保

護
と
活
用
に
行
政
や
住
民
、
民
間

企
業
な
ど
が
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
を
対
象
と
す
る
。 

　
世
界
　
カ
国
　
地
域
が
認
定
さ

れ
て
お
り
、
国
内
で
は
、
室
戸
、

洞
爺
湖
有
珠
山
、
糸
魚
川
、
島
原

半
島
、
山
陰
海
岸
の
計
５
地
域
が

あ
る
。 

COLUMN

コラム 

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
認
定 

◎室戸ジオパークボランティアガイド  
　○お問い合わせ先：室戸ジオパークインフォメーションセンター  TEL.0887-23-1610 
　○料金：３名未満 ９００円／回、３名以上 ３００円／人、１１名以上　２７０円／人 
　○ガイド時間：１時間 

「タービダイト」と呼ばれる独特の地層。灰褐色の砂岩と黒色の泥岩の層が交互に堆積してつくられ、地上に隆起したもの 

若き日の空海が厳しい修行を行ったとされる「御厨人窟」 

自
治
体
の
枠
を
超
え
た 

広
域
観
光
推
進
組
織 

多
様
な
体
験
型
メ
ニ
ュ
ー 

祖谷の名物・蕎麦打ち体験 

吉野川でのラフティング体験 ◎一般社団法人 そらの郷  http://www.soranosato.jp/soranosato.html

   

　
高
知
県
の
東
南
端
に
突
き

出
た
室
戸
岬
一
帯
に
は
、
一
億
年
前
か

ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
殻
変
動
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
特
異
な
地
形
が
広

が
っ
て
い
る
。
深
海
で
形
成
さ
れ
た
地

層
が
プ
レ
ー
ト
運
動
で
地
上
に
押
し
上

げ
ら
れ
、
波
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
地
学
の
教
科
書
に
書
か
れ
た

自
然
現
象
を
、
自
分
の
目
で
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
、
ジ
オ
ガ
ー
ル
（
地
学
に

興
味
の
あ
る
女
性
）
を
は
じ
め
、
多
く

の
人
が
知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
る

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
こ

こ
に
は
御
厨

人
窟
と
呼
ば

れ
る
波
に

浸
食
さ
れ
て

で
き
た
洞
窟

が
あ
り
、
約

１
２
０
０
年

前
に
弘
法

大
師
空
海
が

修
行
し
悟
り

を
開
い
た
場

所
と
さ
れ
て

い
る
。
空
海

の
名
前
は
、

こ
の
洞
窟
か

ら
空
と
海
だ

け
を
眺
め
て

修
行
し
て
い

た
こ
と
に
由

来
す
る
と
も

伝
え
ら
れ
て

い
る
。 

  

　
室
戸
市
で
は
、
２
０
０
８
年
に
室
戸

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
を
設
立
、
海

岸
に
遊
歩
道
や
案
内
板
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
た

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
育
成
し

て
き
た
。 

　
こ
う
し
た
貴
重
な
地
質
資
源
の
価
値

や
、
そ
の
保
護
と
活
用
に
向
け
た
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
、
２
０
１
１
年
９

月
、
室
戸
市
全
域
が
「
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
」（
コ
ラ
ム
参
照
）
に
認
定
さ
れ
た
。 

　
こ
れ
を
機
に
、「
地
球
の
動
き
を
実

感
で
き
る
」
エ
リ
ア
と
し
て
、
室
戸

へ
の
注
目
度
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
。 

◎室戸ジオパーク推進協議会  http://www.muroto-geo.jp/www/

太
古
の
地
殻
変
動
を 

間
近
に
見
る 
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伊達博物館 春期特別展「政宗と秀宗－序章－」 

ラジオウォーク「宇和島きさいやウォーク」 

まち歩きスタンプラリー「伊達な宇和島 春歩き」 

なつかしのキャラクターおもちゃ博 

伊達修行 

伊達博物館 秋期特別展「政宗見参！」 

記
念
イ
ベ
ン
ト 

４月１４日～５月１３日 
伊達博物館 
 
４月２９日 
宇和島市内各所 
 
４月２９日～５月６日 
宇和島市内 
 
４月２９日～９月３０日 
きさいやロード（も～にほ～る） 
 
ＧＷや夏休み、９・１０月の土日祝日 
天赦園 
 
９月７日～１０月８日 
伊達博物館 
 
７月２３・２４日 
宇和島市営闘牛場 
 
１０月２７・２８日 
きさいやロードなど（予定） 

同博物館所蔵の伊達政宗・秀宗親子の甲冑や豊臣秀吉画像 
など貴重な資料から親子の関係を読み解く特別展 

ラジオで楽しいトークとルート解説を聞きながら、 
まち歩きを楽しむウォーキングイベント 

全国の丼が一堂に会する全国丼サミットを開催 
豊かな自然が育んだ食の魅力を全国に発信 

キャラクターおもちゃ約２,０００点を一堂に展示 
世代を超えて楽しめるおもちゃの博物館 

天赦園内に演出した伊達な癒し空間で文化体験 

仙台市博物館や瑞巌寺所蔵の政宗甲冑など 
貴重な文化財から政宗・秀宗親子の絆に触れる特別展 

市内の歴史ポイントを巡るスタンプラリー 
夏（７/１４～８/２６）、秋（９/１～１０/２８の土日祝）にも開催 

全国９つの闘牛関連団体によるサミットの他、２４日には 
全国闘牛大会も開催。１トンを超える牛たちが戦う様は圧巻 

宇和島 

第１５回全国闘牛サミットin 
うわじま・全国闘牛大会 

南予「食」の祭典  
第４回全国丼サミットinうわじま 320

441

197

JR予土線 

441

愛南町 

宇和島市 

松野町 

（平成２４年３月１０日開通） 

津島高田IC

宇和島北IC

三間IC

JR予
讃
線
 

56

381

西予宇和IC

JR宇和島駅 

鬼北町 

N

愛媛県  

高知県  

司
馬
　
太
郎
も
愛
し
た
宇
和
島「
木
屋
旅
館
」の
再
生 

　
作
家
の
司
馬
　
太
郎
や
吉
村
昭
、

五
木
寛
之
、
政
治
家
の
後
藤
新
平
や

犬
養
毅
な
ど
多
く
の
著
名
人
が
宿
泊

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
宇
和
島
市
の

「
木
屋
旅
館
」
が
、
今
春
、　
年
ぶ
り

に
営
業
を
再
開
す
る
。 

　
同
市
が
観
光
の
起
爆
剤
と
し
て
か

つ
て
の
名
門
老
舗
旅
館
を
買
い
取
り
、

明
治
　
年
創
業
し
た
当
時
の
雰
囲
気

を
残
し
な
が
ら
、
内
装
は
現
代
風
の

デ
ザ
イ
ン
も
取
り
入
れ
て
改
修
し
た
。 

　
木
造
２
階
建
て
の
２
階
部
分
を

宿
泊
に
使
用
、
全
４
部
屋
を
一
日
一

組
に
貸
す
「
一
棟
貸
し
」
形
式
で

営
業
す
る
。
ま
た
、
１
階
に
は
司
馬

　
太
郎
や
犬
養
毅
ら
が
残
し
た
品
々

等
も
展
示
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の

販
売
も
予
定
し
て
い
る
。 

13

体験・交流型観光イベント 

12

【特集】四国のニューツーリズム 

歴
史
や
自
然
を
め
ぐ
る
『
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２
』（
愛
媛
県
宇
和
島
圏
域
） 

滑床渓谷の美しい自然（松野町） 

サンゴが群生する南予の美しい海 

お問い合わせ／愛媛県宇和島圏域観光振興イベント実行委員会事務局 
　　　　　　　（愛媛県観光物産課内） 
　　　　　　　 TEL.０８９-９１２-２４９４　ホームページ http：//www.iyashihaku.jp

落ちついた雰囲気の玄関広間 

昔ながらの旅籠のたたずまいが残る外観 

　
今
年
３
月
　
日
、
松
山
自

動
車
道
の
西
予
宇
和
Ｉ
Ｃ
と

宇
和
島
北
Ｉ
Ｃ
間
が
つ
な
が

り
、
松
山
〜
津
島
ま
で
が
全

通
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
宇
和
島

圏
域
（
宇
和
島
市
と
鬼
北
、
松
野
、
愛

南
の
３
町
）
で
「
え
ひ
め
南
予
い
や
し

博
２
０
１
２
」（
４
月
　
日
〜
　
月
４
日
）

が
開
催
さ
れ
る
。 

　
い
や
し
博
は
、
３
つ
に
分
け
た
エ
リ

ア
毎
に
テ
ー
マ
を
設
定
、
各
地
の
自
然

や
歴
史
、
風
土
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。 

　
宇
和
島
エ
リ
ア
の「
伊
達
な
ま
ち
歩
き
」

で
は
、
伊
達
政
宗
の
長
子
・
秀
宗
を
藩

祖
と
す
る
宇
和
島
藩
・
伊
達
家
に
ゆ
か

り
の
文
化
財
を
は
じ
め
、
地
域
の
歴
史
・

文
化
に
歩
い
て
触
れ
て
も
ら
う
。 

　
鬼
北
・
松
野
エ
リ
ア
の
「
森
の
四
万

十
自
然
学
校
」
で
は
、
タ
レ
ン
ト
の

清
水
国
明
氏
を
校
長
に
迎
え
、
清
流

四
万
十
川
の
源
流
を
つ
く
る
森
や
川
を

楽
し
め
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。 

　
愛
南
エ
リ
ア
の
「
ま
る
ご
と
海
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
、
自
然
豊
か
な
愛

南
町
の
海
が
も
た
ら
す
「
食
」
や
「
体

験
」「
絶
景
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な

い
や
し
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

※各イベントの内容等は変更される可能性があります。また、上記以外にも地域の自主企画イベントなどが多数計画されています。詳しくは上記ホームページ等でご確認ください。 

宇和島藩・伊達家ゆかりの大名庭園「天赦園」 
てんしゃ えん 

愛南 まるドキ！ 海のミュージアム 
宇和海あいなん美崎めぐり！ 

シュノーケリング、シーカヤック、  
ダイビング体験 

７月１５日、愛南町船越 

８月２５日、あけぼのグラウンド 

鬼北・松野 

歩きの達人・忠政ひろふみとウォーキング 

ラジオシンポジウム「芝不器男の魅力を語る」 

 

こども“冒険”学校! 2012 in 鬼北町 

「虹の森 松野」スペシャル句会ライブ 

熊本フミと行く大人の修学旅行・遠足 

　　 森と水と四万十源流コンサート 

渓流釣り教室＆釣り大会 in滑床渓谷 
ファミリーアドベンチャー 

記
念 

イ
ベ
ン
ト 

記
念 

イ
ベ
ン
ト 

まるゴチ！ まるゴチ！ 海のレストラン 第１回  
　　　　〃　　　　　　　第２回 

シュノーケリング、シーカヤック、  
ダイビング体験 

シーウォーカー 

総合案内所 うみんホッ！（uminfo） 

まるゴチ！ 海のグルメツアー 

 

ファミリー釣り大会 

 

 

シーウォーカー 夢の海中散歩を体験！ 

　　 いやしの郷 あいなんトライアスロン大会 

COLUMN

コラム 

５月１３日 
松野町・滑床渓谷 
 
６月２日 
松野町・芝不器男記念館 
 
７月２９日 
松野町・滑床渓谷 
 
８月３日～５日 
鬼北町・節安ふれあいの森など 
 
９月３０日 
松野町「虹の森公園」など 
 
１０月１３日・１４日 
鬼北町・松野町 
 
９月１日 
鬼北町・奈良川河川敷 

元競歩日本代表忠政ひろふみと美しい滑床渓谷を 
ウォーキング 

松野町が生んだ俳人「芝不器男」の魅力を専門家が語り尽くす 

加藤登紀子さんによる入場無料の 
野外ライブ 

子供たちに自然の中での体験型学習を提供 

俳人の夏井いつき氏が清流を臨む 
自然豊かな虹の森公園で句会ライブを開催 

鬼北町出身の熊本フミの案内で鬼北町・ 
松野町の魅力を堪能する１泊２日の旅行 

美しい滑床渓谷の渓流で行われる 
釣り教室と釣り大会 

４月２９日～１０月２８日 
道の駅みしょうＭＩＣ 
 
４月２９日～１０月２８日 
愛南町内の飲食店、民宿など 
 
４月～11月 
愛南町内各所 
 
５月５日 
愛南町内 
 
 
 
 
７月～８月 
須ノ川公園、鹿島 
 
７月～９月 
鹿島 コーラルビーチ 
 
６月９日 
愛南町（西海道路周辺） 

海の旅のコンシェルジュ。レジャー・グルメなど 
地元ならではの情報を紹介 

期間限定の旬の海の食材を楽しむ 
グルメポイントラリー 

社団法人日本トライアスロン連合公認大会として開催 
募集定員３００名［予定］（スイム１.５㎞、バイク４０.０㎞、ラン１０.０㎞） 

釣りのメッカである愛南町で磯釣りや船釣りなどの 
釣り大会、釣り教室を開催 

愛南自慢の海産物や農産物、加工品が勢ぞろい 

愛南自慢のご当地グルメや四国のＢ級グルメが大集合 

手軽にサンゴの群生がみられる須ノ川公園などでアウトドア体験 

車や渡船、自転車で愛南の絶景巡り。 
タンデム自転車（２人乗り）でも可能 

酸素が送られてくる専用ヘルメットをかぶって、 
陸上と同じように海中を散歩 

き
　
　
や 

○お問い合わせ先：木屋旅館 TEL.0895-22-0101 
　（受付時間１０：００～１９：００）http：//kiyaryokan.com/top 
○開業日：平成２４年４月７日 
○アクセス：JR宇和島駅より徒歩で１５分、タクシーで５分 

４４ 

１７ 

１０ 

１１ 

２２ 

き
　
ほ
く 

あ
い 

な
ん 



～東洋のマチュピチュ～ 

　四国には、日本の近代化に貢献した産業・交通・土木等
に係る建造物などの遺産が多く遺されています。近年、
それら近代化遺産を郷土の歴史を学ぶ場として保存する
とともに、観光資源として再評価する機運が高まっています。 

【貯鉱庫跡】明治３８年頃建造された重厚な花嵐岩造りの貯蔵庫跡。搬出された鉱石を一時的に貯蔵していました 

べっ　　し　　　　　　　　　とう　　なる 

15 14

◎取材協力  マイントピア別子、別子銅山記念館 
◎参考資料  「別子銅山のあゆみ」（マイントピアを楽しく育てる会） 【東平遠景】別子銅山東平地区の産業遺産。保安本部の 

建物跡や貯鉱庫跡などが残っています 

◎別子銅山東平地区へのアクセス 
　マイントピア別子（端出場地区）まで新居浜IC、 
　JR新居浜駅から車で１５分。さらに東平地区まで車で２５分 

【第三通洞】第三通洞を走る電車は、坑内からの鉱石の搬出のほか、人の移動手段としても利用されました 

【索道場跡】鉱石は、貯鉱庫に隣接する基地からロープウェイのような運搬機で、麓の端出場地区へ搬出されていました 

【かご電車】第三通洞から採鉱本部へ至る 
 小マンプ（トンネル）には、人を運んでいた 
 かご電車が展示されています 

【旧保安本部】鉱山の消防・警備の本部として 
 利用されていました。外観が完全な状態で残る 
 数少ない建造物です 

【インクライン跡】ケーブルカーのような 
 仕組みで、資材や物資を運んでいました。 
 現在は２２０段の階段になっています 

【新居浜市広瀬歴史記念館】別子銅山の近代化や産業振興に 
 力を注いだ広瀬宰平。彼の足跡を通して、新居浜の歴史や 
 日本の産業近代化の歩みを垣間見ることができます 

○入館料：大人５２０円 
　（中学生以下無料） 
○開館時間： 
　９：３０～１７：３０ 
○休館日：月曜日、 
　国民の祝日の翌日、 
　年末年始 
　（場所は地図参照） 

【東平歴史資料館】鉱山の町として賑わった、当時の東平での 
  生活の様子や、別子銅山の歴史などを紹介しています 

○入館料：無料 
○開館時間： 
　１０：００～１７：００ 
○休館日： 
　月曜日（月曜日が 
　休日の場合は翌日）、
　１２月１日～２月末日 

　
四
国
屈
指
の
工
業
都
市
、
愛
媛
県

新
居
浜
市
。
そ
の
発
展
の
源
と
な
っ
た

の
が
別
子
銅
山
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら

戦
後
の
高
度
成
長
期
に
至
る
２
８
０
年

余
り
の
間
に
、
総
計
　
万
ト
ン
も
の
銅

を
産
出
、
世
界
有
数
の
大
鉱
山
で
し
た
。 

　
そ
の
歴
史
を
伝
え
る
た
め
、
銅
山
施

設
跡
に
整
備
さ
れ
た
「
マ
イ
ン
ト
ピ
ア

別
子
」
は
、
山
の
麓
の
「
端
出
場
地
区
」

と
標
高
７
５
０
ｍ
の
高
地
に
あ
る
「
東

平
地
区
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
東
平
地
区
は
、
南
米
ペ
ル
ー
の

空
中
都
市
遺
跡
に
な
ぞ
ら
え
て
「
東
洋

の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」
と
も
呼
ば
れ
、
大

手
旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
に
組
み
込
ま
れ

る
な
ど
、
最
近
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

　
別
子
銅
山
は
、元
禄
４
年（
１
６
９
１
）、

大
坂
で
銅
製
錬
業
を
営
ん
で
い
た
住
友

家
に
よ
り
開
坑
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
中

期
以
降
に
は
、
住
友
財
閥
中
興
の
祖
と

呼
ば
れ
る
広
瀬
宰
平
に
よ
り
、
欧
米
の

技
術
を
導
入
し
て
近
代
化
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
東
平
に
採
鉱
本
部
が

置
か
れ
た
大
正
５
年
（
１
９
１
６
）
か

ら
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
ま
で
の
わ

ず
か
　
年
間
に
、
別
子
の
総
産
銅
量
の

４
分
の
１
を
産
出
す
る
な
ど
、
繁
栄
は

頂
点
に
達
し
ま
す
。 

　
そ
の
頃
、
東
平
に
は
鉱
員
や
そ
の

家
族
の
社
宅
が
建
ち
並
び
、
最
大
で
約

３
８
０
０
人
が
生
活
し
た
と
言
わ
れ
、

小
中
学
校
や
病
院
、
２
千
人
収
容
の
娯

楽
場
も
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
一
つ
の
街

が
形
成
さ
れ
、
活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。 

　
坑
道
は
全
長
７
０
０
㎞
、
深
さ
は
日

本
で
人
間
が
達
し
た
最
深
と
な
る
海

抜
マ
イ
ナ
ス
１
０
０
０
ｍ
に
も
及
び

ま
し
た
が
、
地
熱
や
地
圧
の
上
昇
か

ら
次
第
に
作
業
が
難
し
く
な
り
、
採

算
性
も
悪
化
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

昭
和
　
年
（
１
９
７
３
）、
別
子
銅
山
は

つ
い
に
閉
山
、
長
い
歴
史
に
終
止
符
が

打
た
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
銅
山
事
業
か
ら
派
生
し
て
、

現
在
の
住
友
金
属
鉱
山
を
は
じ
め
、
銅

製
錬
の
排
ガ
ス
を
原
料
に
し
た
肥
料

製
造
を
発
祥
と
す
る
住
友
化
学
、
鉱

山
用
機
械
器
具
の
修
理
か
ら
創
業
し
た

住
友
重
機
械
工
業
な
ど
、
住
友
グ
ル
ー

プ
の
中
核
と
な
る
企
業
群
が
育
ち
、

今
も
市
内
に
は
各
社
の
重
要
拠
点
が

集
積
し
て
い
ま
す
。 

N

松山自動車道 
新居浜市 
広瀬歴史記念館 

JR新居浜駅 

別子銅山記念館 

新居浜IC

0 1km

マイントピア別子 
（東平地区） 

鹿森ダム 

清滝 

足谷川 

11

47

マイントピア別子 
（端出場地区） 

山根 
公園 

新居浜市 

四国中央市 

旧保安本部 
東平歴史資料館 

かご電車 
（小マンプ） 
 

索道場跡 

インクライン跡 

貯鉱庫跡 

足谷川 

第三通洞 
第三変電所跡 

N

［拡大図］ 

大マンプ 

当時（別子銅山記念館所蔵） 

当時（別子銅山記念館所蔵） 現在 

現在 

新居浜市 

別子銅山東平地区 

１５ 

７０ 

,

,

４８ べっ
　
し 

は
　
で
　
ば 

と
う 

な
る 



今年７月オープン予定の「かっぱ館」完成イメージ図 

　
海
洋
堂
は
、
小
さ
な
プ
ラ
モ
デ
ル
屋

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
商
い
す
る
に
あ

た
り
、
お
金
儲
け
よ
り
、
ま
ず
楽
し
ん

で
も
ら
う
、
面
白
が
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
。
ホ
ビ
ー
館

は
、「
模
型
の
殿
堂
を
こ
さ
え
る
ぞ
」
と

い
う
　
年
ほ
ど
前
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

と
の
約
束
を
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

　
海
洋
堂
は
当
初
、
子
ど
も
向
け
が
中

心
で
し
た
が
、
学
習
塾
が
で
き
た
頃
か

ら
、
プ
ラ
モ
デ
ル
離
れ
が
進
行
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
大
人
向
け
に
帆
船
の
完

成
品
を
作
り
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
販
売
し

た
「
ア
ー
ト
プ
ラ
」（
ア
ー
ト
化
し
た
プ

ラ
モ
デ
ル
）
や
、
プ
ラ
モ
デ
ル
制
作
に

飽
き
足
ら
な
く
な
っ
た
人
向
け
の
少
量

生
産
商
品
「
ガ
レ
ー
ジ
キ
ッ
ト
」
を
つ

く
り
、
こ
れ
が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。 

　
１
９
９
９
年
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子

の
お
ま
け
と
し
て
、
小
さ
く
て
も
精
巧

な
動
物
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
制
作
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
が
お
菓
子
の
「
大
人
買
い
」

と
い
う
社
会
現
象
を
巻
き
起
こ
す
ほ
ど

の
大
人
気
に
な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
数
多
く
の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
も
商
品
と
し
て
売
っ
て
し
ま
う

と
、
記
録
と
し
て
残
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
ホ
ビ
ー
館
を
作
っ
て
、
作
品
と
し
て

留
め
置
き
、
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
た
の
で
す
。 

   

　
２
０
０
６
年
に
、
父
の
生
ま
れ
故
郷

で
あ
る
四
万
十
町
を
訪
れ
た
際
、
打
井

川
小
学
校
の
存
在
を
知
り
、
校
舎
を
見

た
瞬
間
、
こ
こ
に
ホ
ビ
ー
館
を
つ
く
ろ

う
と
決
め
ま
し
た
。
へ
ん
ぴ
な
場
所
で

す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
新
鮮
で
は
な
い
か

と
。
そ
れ
か
ら
３
年
ぐ
ら
い
は
、
事
業

に
懐
疑
的
な
地
元
の
方
々
を
説
得
す
る

こ
と
に
奮
闘
し
ま
し
た
。
時
に
は
テ
ー

ブ
ル
を
叩
い
て
、「
も
う
、
や
め
や
。

出
て
行
く
わ
。」
と
言
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
話
し
合
い
を
重
ね
る
う
ち

に
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
体
育
館
の
改
装
に
あ
た
っ
て
は
、
四

万
十
町
が
国
や
県
の
補
助
金
を
受
け
、

全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

  

　
年
間
３
万
人
来
て
く
れ
た
ら
上
出
来

や
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
オ
ー
プ

ン
当
初
は
「
早
く
３
万
人
に
達
し
て

欲
し
い
」
と
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で

し
た
。
し
か
し
、
開
館
か
ら
　
日
目
で

３
万
人
を
突
破
し
た
と
き
に
は
、「
あ
あ
、

こ
れ
は
奇
跡
が
起
こ
っ
た
」
と
感
無
量

で
し
た
。 

　
今
に
な
り
、「
最
後
の
清
流
」
四
万
十

川
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
海
洋
堂
と
い
う

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
、
山
の

中
で
合
体
し
た
こ
と
が
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
の
方
々
が
来
ら
れ
ま
す
。
夫
婦

で
来
て
、
そ
の
次
は
子
ど
も
を
連
れ
て

来
ら
れ
、
そ
の
次
は
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
を
連
れ
て
来
ら
れ
る
。
そ

う
や
っ
て
、
３
〜
４
回
来
た
方
も
い
ま

す
。
県
外
の
方
も
多
く
、「
一
度
は
四
万

十
へ
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
て

も
、
な
か
な
か
そ
の
き
っ
か
け
が
な
い
。

そ
こ
で
、「
ホ
ビ
ー
館
が
で
き
た
か
ら
、

四
万
十
に
行
っ
て
み
よ
う
か
」
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
。
こ
れ
が
四
万
十
と
海

洋
堂
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
み
で
す
。
小

さ
な
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
、
人
を
引
き
つ
け

る
魅
力
や
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

一
番
面
白
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
近
く
の
道
の
駅
で
は
、
売
り

上
げ
が
大
幅
に
増
加
し
た
そ
う
で
す
。

ま
さ
に
ホ
ビ
ー
館
効
果
で
、
地
元
に
も

お
金
が
落
ち
て
い
る
よ
う
で
す
。 

  

　
四
万
十
町
を
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

町
」
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
次
は

「
か
っ
ぱ
館
」
を
今
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。
私
ど
も
が
２
０
０
９

年
か
ら
作
品
を
募
集
し
て
い
た
「
四
万

十
川
カ
ッ
パ
造
形
大
賞
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
に
、
全
国
か
ら
出
品
さ
れ
た
か
っ

ぱ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
約
１
２
０
０
点
を
、

か
っ
ぱ
館
を
拠
点
に
四
万
十
の
大
自
然

の
中
に
展
示
し
ま
す
。
か
っ
ぱ
フ
ィ

ギ
ュ
ア
を
見
な
が
ら
四
万
十
の
魅
力
に

も
触
れ
て
い
た
だ
き
、
お
客
さ
ま
に
半

日
で
も
、
１
日
で
も
長
く
、
滞
在
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
か
っ
ぱ
館
に
続
い
て
２
つ

３
つ
博
物
館
の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ホ
ビ
ー
館
は
夢
の
始
ま
り
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。 
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海
洋
堂
お
よ
び
ホ
ビ
ー
館
と
は 

宮脇  修 氏 

　
高
知
県
の
西
部
、四
万
十
川
の
中
流
域
に
位
置
す
る
四
万
十
町
に
、

２
０
１
１
年
７
月
、「
へ
ん
ぴ
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
う
た
い
文
句
に 

「
海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
廃
校
に
な
っ
た

小
学
校
の
体
育
館
を
改
装
し
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
メ
ー
カ
ー
「
海
洋
堂
」
が

自
社
の
作
品
を
約
１
万
点
展
示
。へ
き
地
で
あ
り
な
が
ら
、オ
ー
プ
ン

半
年
後
の
今
年
１
月
初
旬
ま
で
に
、来
場
者
は
約
６
万
８
千
人
を

数
え
た
。こ
の
生
み
の
親
で
あ
る
館
長
の
宮
脇
修
氏
に
ホ
ビ
ー
館

へ
の
想
い
と
今
後
の
構
想
に
つ
い
て
伺
っ
た
。 

　１９２８年、高知県大方町（現 黒潮町）生まれ。
１５歳で南満州鉄道に入社し、中国で終戦を迎え、
１８歳で日本へ引き揚げ。その後、マグロ漁船の乗
組員、広告会社勤務など、三十数種の職を経験。  
　１９６４年、模型店「海洋堂」を開業。模型組み立
て用のオリジナル工具の開発、模型用のサーキット
コースを店内に設置するなど、斬新なアイデアで
経営。「思いつきはアイデアではなく、思いつきが
行動を起こし、実現してはじめてアイデアになる」を
信条に、自ら企画製造を手掛け、海洋堂をフィギュア
のトップメーカーに育てる。 
　２０１１年７月、海洋堂ホビー館四万十の館長に
就任。  
○著書『創るモノは夜空にきらめく星の数ほど  
　　　 無限にある 海洋堂物語』（講談社）  
○海洋堂（大阪府門真市） 
　プラモデルの小売店として創業後、少量生産の
組み立て模型「ガレージキット」を開発、ブレイクする。
１９９９年、チョコレート菓子に入れたおまけの動物
フィギュアがヒットし、「食玩」ブームを起こす。イギ
リスの大英博物館やニューヨークの自然史博物館
に精巧なフィギュアを納めるなど、その造形技術は
世界的にも高く評価されている。  
※題字の「八十三歳は夢みる小僧」はご本人の直筆による 

海洋堂ホビー館 四万十 館長 

ホ
ビ
ー
館
を
あ
え
て
大
都
市
か
ら 

離
れ
た
四
万
十
町
に
作
っ
た
理
由
は 

来
場
者
の
年
齢
層
や
、オ
ー
プ
ン
に 

よ
る
地
域
へ
の
波
及
効
果
は 

今
後
の
展
開
や
構
想
に
つ
い
て
は 

巨大な帆船模型や恐竜のフィギュアが出迎えてくれる 

今にも動き出しそうな動物フィギュア 

ホビー館前景（旧打井川小学校体育館） フィギュアが所狭しと並ぶ 

◎海洋堂ホビー館四万十 
　（高知県四万十町） 
 
　○開館時間：１０：００～１８：００ 
　　（休館日：毎週火曜日）  
　○入館料：高校生以上８００円、 
　　小中学生４００円、未就学児無料  
　○電話：０８８０-２９-３３５５  
　○ホームページ http：//www.hobbykan.jp/  
　○アクセス 
　　【公共交通機関】ＪＲ予土線打井川駅、土佐大正駅から 
　　　　　　　　　日曜日・祝日に路線バスが運行 
　　【車】高知IC～中土佐IC～ホビー館、約１時間半 
　　　　 松山IC～三間IC～ホビー館、約２時間半 

来
場
者
が
６
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
が 

みや　　　 わき　　　　　　 おさむ 
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（d） 

（b、c） 

（i） 

（g、j） （k、l、m） 
（o） 愛媛県 

高知県 

（h） 

【Ｚ-１グランプリ】 
＠宇和米博物館 
（西予市） 
旧宇和町小学校の
１０９ｍもの長い廊下
で毎年１０月に決勝が
行われる雑巾掛けレ
ース。体験してみると
想像以上にきつい。 

【五鈷杵】＠観自在寺 
大師堂の前に安置された法具
「五鈷杵」にはハートのマーク!?

　
愛
媛
県
愛
南
町
に
あ
る
第
　
番

「
観
自
在
寺
」
は
、
徳
島
の
１
番
霊

山
寺
か
ら
最
も
遠
い
札
所
。
門
前
町

の
名
残
を
と
ど
め
る
参
道
を
抜
け
、

立
派
な
山
門
に
て
一
礼
（
ａ
）。
お
遍

路
さ
ん
が
お
寺
に
着
く
と
、
仏
様
は

山
門
ま
で
迎
え
に
来
て
下
さ
る
の
だ

と
か
。
早
春
の
冷
気
と
柔
ら
か
な
朝

陽
が
、厳
し
く
も
温
か
い
仏
様
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
背
筋
が
伸
び
る
。参
拝

を
済
ま
せ
、
気
持
ち
も
新
た
に
出
発
。 

　
こ
こ
か
ら
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の

穏
や
か
な
宇
和
海
と
、
山
の
急
斜
面

に
つ
く
ら
れ
た
み
か
ん
畑
を
左
右
に

見
な
が
ら
の
道
の
り
。
宇
和
海
は
日

本
有
数
の
真
珠
養
殖
産
地
と
し
て
知

ら
れ
、
寄
り
道
し
て
養
殖
場
を
見
学

（
ｂ
）。
ア
コ
ヤ
貝
か
ら
取
り
出
し
た

真
珠
の
輝
き
に
思
わ
ず
う
っ
と
り

（
ｃ
）。
さ
ら
に
行
く
と
、「
耕
し
て

天
に
至
る
」
と
言
わ
れ
る
、
山
頂
ま

で
石
垣
を
積
み
上
げ
た
遊
子
水
荷
浦

の
段
畑
が
。
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
を
彷
彿
と
さ
せ
る
偉
容
は
、
青
々

と
美
し
い
海
と
も
相
ま
っ
て
一
見
の

価
値
あ
り（
ｄ
）。 

  

　
藁
葺
き
屋
根
の
鐘
楼
が
目
を
引
く

第
　
番
「
仏
木
寺
」（
ｅ
）、
源
頼
朝

が
命
の
恩
人
で
あ
る
池
禅
尼
の
菩
提

を
弔
う
た
め
、
阿
弥
陀
如
来
像
を
奉

納
し
た
第
　
番
「
明
石
寺
」（
ｆ
）

を
経
て
大
洲
市
内
に
入
っ
て
い
く
と
、

お
大
師
様
が
修
行
中
に
橋
の
下
で
野

宿
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
十
夜
ヶ

橋
」
が
あ
る
（
ｇ
）。
大
師
が
こ
こ

で
過
ご
し
た
の
は
一
晩
だ
が
、
人
々

が
心
安
ら
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
く

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
思

い
巡
ら
せ
て
い
る
と
、
十
夜
ほ
ど
に

長
く
感
じ
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
が
、

橋
の
名
前
の
由
来
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
四
国
遍
路
で
は
橋
を
渡
る

際
に
杖
を
つ
い
て
は
い
け
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
橋
の
下

で
寝
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
お
大
師

様
へ
の
気
遣
い
か
ら
だ
と
か
。 

  

　
自
然
豊
か
な
南
予
地
方
、
何
を
食

べ
て
も
美
味
し
い
が
、
外
せ
な
い
の

は
宇
和
島
の
鯛
め
し
（
ｈ
）。
鯛
の

刺
身
を
特
製
の
タ
レ
に
漬
け
込
み
、

熱
々
の
ご
飯
に
の
せ
て
食
べ
る
伝
統

料
理
で
、
新
鮮
な
鯛
の
食
感
と
タ
レ
、

ご
飯
の
組
み
合
せ
が
絶
妙
。
ま
た
、

八
幡
浜
名
物
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
も
お

ス
ス
メ
（
ｉ
）。
鶏
ガ
ラ
や
魚
介

ベ
ー
ス
の
あ
っ
さ
り
ス
ー
プ
が
特
徴

で
、
人
口
４
万
人
の
市
内
に
約
　
軒

の
お
店
が
並
ぶ
。 

　
風
情
あ
ふ
れ
る
名
所
も
多
い
。

伊
予
の
小
京
都
・
大
洲
市
内
を
流

れ
る
肱
川
の
川
下
り
で
は
、
歴
代

藩
主
の
遊
賞
地
で
あ
っ
た
臥
龍
山

荘
や
復
元
さ
れ
た
大
洲
城
天
守
を

眺
め
（
ｊ
）、
夏
は
鵜
飼
い
も
楽
し

め
る
。
白
壁
の
連
な
る
内
子
の
町

並
み
（
ｋ
）
で
は
、
江
戸
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
、
町
の
繁
栄
を
支

え
た
木
　
を
原
料
と
す
る
和
　
燭

づ
く
り
の
見
学
も
（
ｌ
）。
そ
し
て
、

宿
泊
は
昔
な
が
ら
の
農
村
風
景
の

中
、
古
民
家
を
改
装
し
た
宿
で
。

囲
炉
裏
を
囲
ん
で
、
地
物
を
使
っ

た
料
理
な
ど
心
温
ま
る
も
て
な
し

を
受
け
る
と
、
ほ
っ
と
癒
さ
れ
る

至
福
の
ひ
と
時
に
（
ｍ
）。 

  

　
　
番
か
ら
第
　
番
「
大
寶
寺
」（
ｎ
）

に
続
く
道
は
、
距
離
に
し
て
　
㎞
。

か
つ
て
、
幾
多
の
険
し
い
峠
を
越
え

る
遍
路
道
で
も
最
大
の
難
所
と
言
わ

れ
た
そ
う
（
ｏ
）。
最
後
は
第
　
番

「
岩
屋
寺
」。
こ
こ
は
、
お
大
師
様
が

不
動
明
王
の
石
像
を
彫
り
、
洞
窟
に

安
置
し
た
こ
と
か
ら
、
山
全
体
が
本

尊
と
い
う
山
寺
。
山
門
か
ら
２
２
０

段
余
り
、
き
つ
い
石
段
を
や
っ
と
の

思
い
で
登
り
切
る
と
、
本
堂
に
迫
る

見
上
げ
ん
ば
か
り
の
大
岩
壁
が
現

れ
る
（
ｐ
）。
達
成
感
に
包
ま
れ
、

晴
れ
や
か
な
気
分
で
今
回
の
旅
を

終
え
た
。 
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四国八十八箇所を 
旅する 
伊予の国～菩提の道場 

　「世界遺産」への登録を目指す

四国八十八箇所は、「発心」（徳島）、

「修行」（高知）、「菩提」（愛媛）、「涅

槃」（香川）の四つの道場に分かれ

ており、各県の特色とも相俟って、

国内外を問わず多くの老若男女を

惹きつける。「無理せず、楽しみな

がらお遍路」をモットーに、今回は

愛媛県の南部

を南から北へ

巡った。 

発
心
、修
行
を
経
て 

新
た
な
気
持
ち
で 

菩
提
の
門
を
く
ぐ
り
ま
す
。 

【愛媛編①】 

　 

菩
提
の
門
を
た
た
く 

 

　 

南
予
の
歴
史
を
訪
ね
て ね 

はん 

　 

お
大
師
様
の
足
跡
を
辿
る 

 

　 

遍
路
は
続
く 

自
然
や
人
と
の
ふ
れ
合
い
は 

心
を
ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ
る 

何
か
が
あ
り
ま
し
た
。 

【十夜ヶ橋】 
＠大洲市  
十夜ヶ橋の下には、
綺麗な布団が掛
けられた可愛らし
い大師様も。正式
な札所ではない
が、多くの遍路が
訪れる。 

【道の駅からり】＠内子町 
地元産の農産物や加工食品だ
けを取り扱う。こだわった品ぞろ
えにリピーターも多い。 
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が
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私
た
ち
人
類
は
有
史
以
前
よ
り
、
新

旧
様
々
な
感
染
症
に
よ
っ
て
生
命
を
脅

か
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
こ
の
地
球

上
に
は
　
〜
　
万
種
の
植
物
が
あ
り
、

お
び
た
だ
し
い
数
の
微
生
物
に
囲
ま
れ

な
が
ら
、
健
全
に
生
育
し
て
い
る
。
で
は
、

植
物
は
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
等
の
外
敵
に

対
す
る
防
御
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。
平
成
５
年
、
樋
口
富
彦
徳
島
大

学
教
授
（
当
時
）
は
、
植
物
が
外
敵
に

対
す
る
独
自
の
抗
菌
物
質
を
、
自
ら
製

造
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

研
究
に
着
手
し
た
。 

　
樋
口
氏
は
、
世
界
各
国
か
ら
約

１
０
０
０
種
に
も
及
ぶ
生
薬
植
物
な
ど

を
集
め
、
３
種
類
の
溶
媒
を
用
い
て

３
０
０
０
種
の
成
分
を
抽
出
。
一
つ
一

つ
の
成
分
に
つ
い
て
、
人
間
へ
の
毒
性
と
、

薬
剤
耐
性
を
持
つ
代
表
的
な
細
菌
で
あ

る
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
）
に
対
す
る
抗
菌
力
を
調

べ
て
い
っ
た
。
研
究
室
の
学
生
や
卒
業

生
た
ち
の
協
力
も
あ
り
、
十
数
種
の
成

分
中
に
比
較
的
強
い
抗
菌
力
を
持
つ
物

質
を
発
見
。
そ
の
中
で
も
、
南
米
産
の

豆
科
植
物
タ
ラ
の
さ
や
に
由
来
す
る
物

質
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
り
食
品
添
加
物
と

し
て
安
全
を
保
証
さ
れ
て
い
る
オ
ク
チ

ル
ガ
レ
ー
ト
（
以
下
、
Ｏ
Ｇ
）
に
注
目
。

豆
科
植
物
の
さ
や
が
種
子
を
守
る
特
性

を
利
用
で
き
る
の
で
は
と
考
え
た
。 

　
し
か
し
、
植
物
由
来
の
抗
菌
物
質
は
、

一
般
に
薬
剤
と
し
て
利
用
す
る
に
は
効

力
が
弱
い
。
Ｏ
Ｇ
も
例
外
で
は
な
く
、

抗
菌
力
を
強
化
す
る
技
術
が
不
可
欠

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
じ
く
タ
ラ
由
来

で
Ｏ
Ｇ
に
構
造
が
類
似
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

食
品
添
加
物
と
し
て
認
可
し
て
い
る

プ
ロ
ピ
ル
ガ
レ
ー
ト
（
以
下
、
Ｐ
Ｇ
）

を
加
え
る
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
く
。 

　
細
菌
の
表
面
に
は
、
菌
の
生
存
に
不

可
欠
な
糖
を
輸
送
す
る
特
異
的
部
位
と
、

生
存
に
は
無
関
係
な
大
多
数
の
非
特
異

的
部
位
が
あ
る
。
Ｏ
Ｇ
は
そ
の
両
方
に

結
合
・
作
用
す
る
こ
と
か
ら
、
単
独
投

与
で
特
異
的
部
位
を
ふ
さ
ぎ
、
高
い
抗

菌
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
多
量
の

Ｏ
Ｇ
が
必
要
に
な
る
。
一
方
、
Ｐ
Ｇ
は

主
に
非
特
異
的
部
位
に
結
合
す
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｇ
と
Ｐ
Ｇ
を
同
時
投

与
す
れ
ば
、
Ｐ
Ｇ
が
非
特
異
的
部
位
に

結
合
・
占
拠
し
、
残
っ
た
特
異
的
部
位

に
Ｏ
Ｇ
が
効
率
的
に
作
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
少
量
で
高
い
抗
菌
力
を
発
揮
で
き

る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。（
図
参
照
）
か

く
し
て
実
証
試
験
は
成
功
、
仮
説
の
妥

当
性
が
裏
付
け
ら
れ
た
。 

   

　
研
究
開
発
が
進
む
な
か
、
実
験
を
手

伝
う
次
男
・
雅
紀
氏
は
、
ふ
と
し
た
こ

と
か
ら
開
発
中
の
薬
剤
が
口
内
炎
に
も

効
果
が
あ
る
こ
と
を
発
見
。
も
し
や
、

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
以
外
の
病
原
菌
に
も
効
用
が

あ
る
の
で
は
。
そ
う
し
て
様
々
な
細
菌
・

ウ
イ
ル
ス
で
の
試
験
を
進
め
た
結
果
、

大
腸
菌
、
緑
膿
菌
な
ど
の
細
菌
類
、
白

癬
菌
な
ど
の
カ
ビ
類
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
類
と
い
っ
た
、

幅
広
い
病
原
菌
へ
の
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー

な
効
用
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で

平
成
　
年
に
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
㈱

マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
を
設
立
。
薬

剤
を
「M

B
T

‐Alm
ighty 

」（
以
下
、

Ｍ
Ｂ
Ｔ
）
と
名
付
け
、
事
業
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
。 

　
Ｍ
Ｂ
Ｔ
の
優
れ
た
特
徴
と
し
て
、
幅

広
い
病
原
菌
へ
の
殺
菌
効
果
だ
け
で

な
く
、
細
菌
に
薬
剤
耐
性
を
獲
得
さ
せ

な
い
こ
と
、
人
体
へ
の
安
全
性
が
高
く
、

環
境
負
荷
も
低
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
感
染
病
の
予
防
・
治
療
薬

を
は
じ
め
、
各
種
消
毒
薬
、
ニ
キ
ビ
や

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
薬
、
化
粧

品
の
防
腐
剤
な
ど
、
極
め
て
多
方
面
へ

の
応
用
が
見
込
ま
れ
る
。
平
成
　
年
に

は
、
徳
島
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
主

催
の
「
徳
島
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ッ

セ
」
で
大
賞
を
獲
得
、
新
技
術
に
対
す

る
地
域
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。
製

法
に
関
し
て
は
、
日
本
を
含
む
８
カ
国

で
特
許
を
出
願
、
う
ち
２
カ
国
で
は
既

に
特
許
化
さ
れ
て
い
る
。 

   

　
昨
年
、
同
社
は
ま
ず
ス
プ
レ
ー
タ
イ

プ
の
多
用
途
抗
菌
・
消
臭
剤
を
商
品
化
。

当
初
は
一
般
消
費
者
向
け
の
み
だ
っ
た

が
、
植
物
由
来
の
安
全
性
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
の
有
効
性
が
人
気

を
呼
び
、
業
務
用
と
し
て
も
拡
販
。
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
か
ら
多
く
の

引
き
合
い
が
来
て
い
る
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
し
て
は
、
百

万
個
の
ウ
イ
ル
ス
を
１
分
間
で
死
滅
さ

せ
る
な
ど
高
い
効
力
を
示
す
。
今
後
の

世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
懸
念
さ

れ
る
突
然
変
異
の
新
型
も
含
め
て
、

全
て
の
型
で
予
防
効
果
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
医
薬
品
と
し
て
の
開
発
を
急
い

で
い
る
。 

　
ま
た
、
薬
剤
耐
性
菌
が
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
院
内
感
染
に
対
し
て
も
、

画
期
的
な
予
防
策
と
な
り
う
る
。
前
述

の
と
お
り
、
耐
性
菌
に
対
し
て
も
殺
菌

効
果
が
高
い
う
え
、
細
菌
の
基
本
的
構

造
を
逆
手
に
取
っ
た
作
用
で
あ
り
、
新

た
な
耐
性
菌
を
出
現
さ
せ
な
い
か
ら
だ
。

こ
の
た
め
、
抗
生
物
質
の
開
発
と
耐
性

菌
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ
に
終
止
符
を
打
つ

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。 

　
現
在
、
Ｍ
Ｂ
Ｔ
の
応
用
研
究
は
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
。
樋
口
氏
は
「
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
次
の
時
代
を

切
り
開
く
薬
剤
に
な
る
。
医
薬
品
へ
の

本
格
展
開
を
は
じ
め
、
研
究
開
発
を
進

め
て
い
き
た
い
。」
と
力
を
込
め
る
。 
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幅
広
い
病
原
菌
に
効
果
を
発
揮
、 

薬
剤
耐
性
の
連
鎖
も
断
ち
切
る
安
全
性
の
高
い 

画
期
的
な
殺
菌
・
殺
カ
ビ
・
殺
ウ
イ
ル
ス
剤
の
創
製 

植
物
の
自
己
防
衛
機
能
に
注
目 

徳
島
大
学
名
誉
教
授  

理
学
博
士 

株
式
会
社
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ッ
ク  

代
表
取
締
役
社
長 

樋
口  

富
彦 

親
子
で
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
設
立
、 

薬
剤
を
製
品
化 

ひ
　
　
ぐ
ち
　
　
　
　   

と
み
　
　
ひ
こ 

細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
等
の 

感
染
症
へ
の
対
策
は
、 

古
く
か
ら
医
学
の
最
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
、 

最
近
で
は
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の 

新
型
感
染
症
、抗
生
物
質
の
効
か
な
い 

病
原
菌
な
ど
が
人
類
の
新
た
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
幅
広
い
病
原
菌
に
高
い
効
果
を
発
揮
す
る 

植
物
由
来
の
画
期
的
な
薬
剤
を
、徳
島
大
学
発
の 

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
開
発
。
医
薬
品
等
へ
の
活
用
に 

大
き
な
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

樋口 富彦 氏 
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単独投与の場合 
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※糖は細菌に不可欠な栄養素 
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当
財
団
は
、
海
外
と
の
交
易
拡
大
に

伴
い
関
西
に
も
感
染
症
の
研
究
機
関
が

必
要
に
な
る
と
の
考
え
か
ら
、
昭
和
９

年
（
１
９
３
４
）
に
現
在
の
大
阪
大
学

微
生
物
病
研
究
所
と
と
も
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
以
来
、　
年
近
く
に
わ
た
り
、

同
研
究
所
の
基
礎
研
究
を
も
と
に
、

様
々
な
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
・
製
造
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
当
初
は
大
阪
で
コ
レ
ラ
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

社
会
的
要
請
に
応
じ
て
発
疹
チ
フ
ス
ワ

ク
チ
ン
を
製
造
す
る
た
め
、
原
料
と
な

る
有
精
卵
の
入
手
が
容
易
な
観
音
寺

市
に
、
昭
和
　
年
（
１
９
４
６
）、
研

究
・
製
造
拠
点
と
し
て
「
観
音
寺
研
究

所
」
を
設
置
。
現
在
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
は
じ
め
、
水
痘
、
麻
し
ん
、
風
し

ん
、
日
本
脳
炎
や
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
な
ど
、
約
　
種
類
の
ワ
ク
チ

ン
を
製
造
し
て
い
ま
す
。 

   

　
平
成
　
年（
２
０
０
９
）、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ
１
Ｎ
１
型
）が
流
行
。

国
内
の
ワ
ク
チ
ン
製
造
能
力
の
不
足
が

露
呈
す
る
な
ど
、
大
き
な
混
乱
を
招
き

ま
し
た
。
ま
た
、
強
い
毒
性
を
持
つ
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
５
Ｎ
１
型
）
が

突
然
変
異
に
よ
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世

界
的
な
大
流
行
）
を
引
き
起
こ
す
危
険

性
に
も
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
当
財
団

で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
へ

の
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
供
給
を
可
能
と
す

べ
く
、
観
音
寺
研
究
所
か
ら
ほ
ど
近
い

場
所
に
、「
瀬
戸
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

   

　
現
在
、
一
期
工
事
と
し
て
研
究
棟
や

開
発
棟
等
の
建
設
が
完
了
し
て
お
り
、

当
面
は
緊
急
課
題
で
あ
る
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
、
「
細
胞
培
養

法
※
」
に
よ
る
製
造
技
術
の
開
発
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
二
期
工
事
と

し
て
、
年
内
に
は
製
造
棟
が
竣
工
し
、

そ
の
後
、
生
産
設
備
を
整
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
半
年
間
で
最
大

２
５
０
０
万
人
分
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
生
産
可
能
に
な
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
今
後
は
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
新
製
品
の
開
発
・

製
造
を
瀬
戸
セ
ン
タ
ー
が
担
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

     

　
瀬
戸
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
あ
た
っ
て

は
、
香
川
県
・
観
音
寺
市
と
も
に
、
事

業
の
公
益
性
に
配
慮
い
た
だ
き
、
各
種

行
政
手
続
き
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
最
近
５
年
間
で
１
０
０
人
程

度
の
新
卒
学
生
を
採
用
、
そ
の
う
ち

半
数
程
度
は
香
川
県
出
身
者
で
、
瀬
戸

セ
ン
タ
ー
の
本
格
的
な
生
産
開
始
に

備
え
て
い
ま
す
。 

   

　
ワ
ク
チ
ン
製
造
は
非
常
に
公
益
性
が

高
い
事
業
で
す
。
万
一
、
供
給
が
停
止

す
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
人
が
命
の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
エ

イ
ズ
や
マ
ラ
リ
ア
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
が

製
品
化
さ
れ
て
い
な
い
感
染
症
は
今
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
健
康

で
安
心
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
と

の
使
命
感
を
胸
に
、
既
存
の
ワ
ク
チ
ン

の
安
定
供
給
・
改
良
と
、
よ
り
有
効
で

安
全
な
次
世
代
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

一
般
財
団
法
人 

阪
大
微
生
物
病
研
究
会 
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貴
財
団
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
、 

お
教
え
く
だ
さ
い
。 

Ｑ 

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、 

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

Ｑ 

香
川
県
へ
の
立
地
企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

新
拠
点
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た 

経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

Ｑ 

瀬
戸
セ
ン
タ
ー
の
生
産
品
目
、 

役
割
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。 

Ｑ 

高
松
東
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク（
香
川
県
さ
ぬ
き
市
・
三
木
町
） 

さぬき市  

○さぬき市企業立地促進条例（限度額：１億円） 
　・工場や機械設備など投下固定資産額の 
　  一定割合の補助（１０%） 
○さぬき市工場設置奨励条例 
　（限度額：固定資産税額の範囲内） 
　・固定資産税相当額の補助（３年間～５年間） 

香 川 県  

○香川県企業誘致助成制度（限度額：５億円） 
　・工場や機械設備など投下固定資産額の 
　  一定割合の補助（１０～１５％） 
　・新規常用雇用者への補助 
　 （１１人目以降の新規常用雇用者×５０万円、 
　   ５１人目以降は新規常用雇用者×１００万円） 

●お問い合わせ先 
香川県商工労働部 産業政策課 産業集積推進室  TEL.087-832-3355

●自治体による主な企業進出支援策 

　「
高
松
東
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
」
は
香
川
県
東
部
の
さ
ぬ
き
市
と
三
木
町
に
ま
た
が
る
内
陸
型
工
業
団
地
。

県
都
高
松
市
の
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、
公
園
・
緑
地
な
ど
緑
に
恵
ま
れ
た
環
境
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
工
場

立
地
法
工
業
団
地
特
例
に
よ
り
敷
地
を
最
大
限
に
有
効
活
用
で
き
る
。
交
通
面
で
は
、
高
松
自
動
車
道
さ
ぬ
き

三
木
Ｉ
Ｃ
お
よ
び
高
松
東
Ｉ
Ｃ
に
近
接
、
四
国
他
県
や
本
州
方
面
に
ス
ム
ー
ズ
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
、
重
要

港
湾
の
高
松
港
、
東
京
・
ソ
ウ
ル
・
上
海
等
と
の
定
期
航
空
路
線
を
持
つ
高
松
空
港
に
も
近
い
。 

　
ま
た
、
さ
ぬ
き
市
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
・
津
田
の
松
原
を
擁
し
、
江
戸
時
代
の
奇
才
・
平
賀
源
内
の
出
身

地
で
あ
り
、
四
国
遍
路
を
締
め
く
く
る
三
つ
の
札
所
を
有
す
る｢

結
願
の
ま
ち｣

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
三
木
町

は
隣
接
す
る
高
松
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
香
川
大
学
の
医
学
部
や
農
学
部
が
あ
り
、
最
近

は
同
大
学
を
中
心
と
し
た
、
希
少
糖
の
食
品
・
農
業
・
医
薬

品
等
へ
の
利
用
研
究
な
ど
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。 

　
本
工
業
団
地
に
は
現
在
　
社
が
立
地
し
、
残
る
分
譲
区

画
は
さ
ぬ
き
市
の
１
区
画（
約
　
　
）
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

香
川
県
や
さ
ぬ
き
市
で
は
進
出
企
業
に
対
し
て
助
成
金
を

交
付
し
て
い
る
ほ
か
、
進
出
に
関
わ
る
行
政
手
続
等
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
手
厚
い
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。 

高見沢 昭久 常務理事 

交 通  

［道路］高松自動車道「さぬき三木IC」まで４km 
　　　「高松東IC」まで６km 
［鉄道］JR高徳線造田駅まで３.８km 
［港湾］重要港湾高松港まで１７km 
［空港］高松空港まで２１km

所 在 地  香川県さぬき市昭和・三木町井上 

事業主体  香川県 

分譲面積  ３１,８００㎡ 

分譲価格  不動産鑑定価格 
（周辺参考価格：１３,３００円/㎡平成２３年４月時点） 

●高松東ファクトリーパークの概要 

企業進出支援策の適用には一定要件を満たす必要があり、 
詳細は下記までお問い合わせください 

（注） 

西条市 

凡　例 
高速道路の開通区間 

　　　　建設中・予定区間 〃 

今治市 

　
ワ
ク
チ
ン
製
造
国
内
大
手
の
一
般
財
団
法
人 
阪
大
微
生
物
病
研
究

会
（
通
称
「
阪
大
微
研
」
、本
部

大
阪
府
吹
田
市
）は
、こ
の
ほ
ど
、

香
川
県
観
音
寺
市
に
二
カ
所
目
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
・
製
造
拠
点
を
開

設
し
た
。
そ
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
高
見
沢
常
務
理
事
に
お
伺
い
し
た
。 

◎香川県の工業用地の情報  
　香川県商工労働部産業政策課産業集積推進室  TEL.087-832-3355 
　ホームページ http: //www.pref.kagawa.jp/sangyo/syuseki/

観音寺市 

瀬戸センター 

宇和島市 

事
業
を
進
め
て
ゆ
く
上
で
の 

地
元
と
の
関
わ
り
は
い
か
が
で
す
か
。 

Ｑ 

細胞培養槽 

※
大
量
培
養
し
た
細
胞
で
増
殖
さ
せ
た
ウ
イ
ル
ス
を
使
っ
た 

　
ワ
ク
チ
ン
製
造
法
。
従
来
の
培
養
法
に
比
べ
、短
期
大
量
製

　
造
が
可
能
に
な
る 

２１ 

２０ 

１８ 
３.２ 
ｈａ 

：
 

８０ 

２１ 

,



 

阿
波
ス
ピ
ン
ド
ル
㈱
（
徳
島
県
吉
野
川
市
） 

◆
回
転
体
製
造
技
術
を
武
器
に
世
界
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
た
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業 

　
明
治
元
年
創
業
、
四
国
・
徳
島
を
代
表
す
る

老
舗
企
業
で
あ
る
阿
波
ス
ピ
ン
ド
ル
㈱
は
、
繊

維
機
械
の
中
核
部
品
で
あ
る
「
ス
ピ
ン
ド
ル
」

の
わ
が
国
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
ス
ピ
ン
ド

ル
及
び
そ
の
関
連
製
品
で
国
内
シ
ェ
ア
約
９
割

を
占
め
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
で
も
あ
る
。
ス

ピ
ン
ド
ル
は
日
本
語
で
は
「
錘
」（
つ
む
）と
言
い
、

回
転（spin

）し
て
紡
績
の
糸
を
巻
き
取
る
際
に

使
わ
れ
る
主
に
金
属
製
の
軸
の
こ
と
。
同
社
の

あ
る
吉
野
川
市
は
か
つ
て
綿
栽
培
や
養
蚕
が

盛
ん
で
、「
江
戸
時
代
初
め
の
１
６
１
５
年
に

は
、
鍛
冶
屋
を
し
て
い
た
初
代
が
鉄
を
叩
い
て

ス
ピ
ン
ド
ル
を
つ
く
っ
て
い
た
」（
木
村
雅
彦

代
表
取
締
役
）
と
い
う
。 

　
繊
維
産
業
の
近
代
化
と
と
も
に
、
ス
ピ
ン
ド

ル
に
は
高
速
回
転
に
耐
え
得
る
高
い
品
質
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
、
よ
り

強
い
金
属
を
生
み
出
す
熱
処
理
技
術
や
、
ブ
レ

や
歪
み
の
な
い
安
定
し
た
回
転
を
生
む
た
め
の

高
精
度
な
加
工
技
術
を
蓄
積
。
今
で
は
、
毎
分

１
０
０
万
回
転
す
る
世
界
最
速
の
ス
ピ
ン
ド
ル

を
生
産
す
る
技
術
力
を
持
つ
。
輸
出
先
は
　
数

カ
国
に
及
び
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
拠
点
も
中
国
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
設
立
。
世
界
に
「
Ａ
Ｗ
Ａ
」

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
お
り
、
中
国
で
は
新
製

品
投
入
の
一
ヵ
月
後
に
は
同
社
の
刻
印
が
入
っ

た
模
造
部
品
が
出
回
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。 

　
新
た
な
成
長
分
野
に
も
、
ス
ピ
ン
ド
ル
製
造

で
培
っ
た
高
速
回
転
体
製
造
技
術
や
微
細
加
工

技
術
を
応
用
し
て
積
極
的
に
挑
戦
。
自
動
車
用

な
ど
の
各
種
ベ
ア
リ
ン
グ
や
ジ
ェ
ッ
ト
ノ
ズ
ル
※
、

レ
ー
ザ
ー
検
査
機
械
や
医
療
機
器
用
の
部
品
製

造
な
ど
、
多
様
な
分
野
に
事
業
を
広
げ
て
お

り
、
今
で
は
繊
維
機
械
部
品
以
外
の
売
上
が
６

割
程
度
を
占
め
る
。 

　
国
内
繊
維
産
業
の
衰
退
や
円
高
の
進
展
な
ど

経
営
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
外
国
か

ら
は
現
地
生
産
を
何
度
も
誘
わ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、「
事
業
に
苦
労
は
つ
き
も
の
。
ど
う
せ
苦

労
す
る
な
ら
、
海
外
に
出
る
よ
り
、
地
元
で
頑

張
り
、
地
域
の
発
展
の
お
役
に
立
ち
た
い
」（
木

村
悟
会
長
）
と
の
明
確
な
経
営
方
針
を
掲
げ
、

地
元
で
の
生
産
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
。
徳
島
の

地
で
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
を
生
き
抜
く
と
の
揺
る

ぎ
な
い
信
念
と
覚
悟
が
、
全
社
一
丸
と
な
っ
た

絶
え
間
な
い
品
質
向
上
や
技
術
開
発
の
原
動
力

と
も
な
っ
て
い
る
。 

　
経
済
産
業
省
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
元
気

な
モ
ノ
作
り
中
小
企
業
３
０
０
社
」
な
ど
多
く

の
受
賞
歴
を
誇
る
同
社

は
、
こ
れ
か
ら
も
次
々
と

新
し
い
歴
史
を
紡
い
で
ゆ

く
に
違
い
な
い
。 
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※
水
や
空
気
を
高
速
・
高
圧
で
噴
出

　
さ
せ
る
た
め
の
部
品
。
織
機
の
ほ
か
、

　
金
属
等
の
切
断
装
置
な
ど
様
々
な

　
用
途
に
利
用
さ
れ
る 

様々な種類のスピンドルと「ＡＷＡ」のロゴ 

ジェットノズル 

スピンドルが使われている繊維機械 

レーザー検査用モータースピンドル 

吉野川市 

２０ 

25

　
徳
島
県
三
好
市
で
は
、
市
内
の
東
祖

谷
で
空
き
家
に
な
っ
た
古
民
家
を
宿
泊

施
設
と
し
て
再
生
し
、
地
域
の
観
光
振

興
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

【
日
本
の
原
風
景
】 

　
徳
島
県
西
部
に
あ
る
東
祖
谷
地
区
。

周
囲
に
は
千ｍ
を
超
え
る
峰
が
連
な
り
、

か
つ
て
源
平
の
戦
に
敗
れ
た
平
家
の
落

人
が
隠
れ
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
日
本

三
大
秘
境
の
ひ
と
つ
に
も
数
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
に
あ
る
落
合
集
落
で 

は
、
寄
せ
棟
造
り
の
古
い
家
屋
や
石
垣
、

畑
な
ど
が
急
斜
面
に
張
り
付
く
よ
う
に

並
ぶ
独
特
の
景
観
が
残
っ
て
お
り
、
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
古
民
家
再
生
】 

　
落
合
集
落
で
も
過
疎
化
が
進
行
し
、

戸
中
　
戸
が
空
き
家
に
な
っ
て
い
ま 

す
。
そ
こ
で
三
好
市
で
は
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
観
光
活
性
化
策
と
し
て
、

こ
の
う
ち
８
戸
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

昔
な
が
ら
の
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
で
き

る
「
古
民
家
ス
テ
イ
」
施
設
と
し
て
よ

み
が
え
ら
せ
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
平
成
　
年
４
月
よ
り
営
業
開
始
予
定
） 

　「
古
民
家
ス
テ
イ
」
と
い
う
と
不
便
さ

を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

米
国
出
身
の
東
洋
文
化
研
究
家
で
京
都

で
町
家
再
生
な
ど
を
手
掛
け
て
き
た

ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
氏
※
の
助
言
も
得
て
、

現
代
人
が
快
適
に
過
ご
せ
る
設
え
と
し

て
い
ま
す
。
外
観
は
茅
葺
き
屋
根
や

「
ひ
し
ゃ
ぎ
竹
」
の
外
壁
な
ど
伝
統
的
な

建
築
様
式
を
残
す
一
方
、
寒
さ
対
策
に

二
重
ガ
ラ
ス
や
断
熱
材
を
導
入
、
屋
内

に
は
水
洗
ト
イ
レ
や
床
暖
房
設
備
を

設
置
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
利
用
可
能
で 

す
。
伝
統
あ
る
も
の
を
使
い
や
す
く
復 

元
・
改
修
す
る
こ
と
で
未
来
に
つ
な
げ

て
ゆ
く
、
そ
ん
な
思
想
が
歴
史
的
建
物

に
新
し
い
価
値
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

【
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
旅
を
サ
ポ
ー
ト
】 

　
旅
行
者
の
も
て
な
し
に
関
し
て
も
、
今

ま
で
の
観
光
ス
タ
イ
ル
と
は
一
線
を
画

し
て
い
ま
す
。
古
式
そ
ば
打
ち
体
験
や
、

地
元
ガ
イ
ド
と
の
平
家
落
人
伝
説
巡
り

な
ど
、一
人
ひ
と
り
の
要
望
に
沿
っ
た
祖

谷
な
ら
で
は
の
旅
を
ア
レ
ン
ジ
。
食
事

は
郷
土
料
理
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を
用
意
、

自
炊
設
備
も
あ
り
ま
す
。 

　
朝
ま
だ
き
、
川
か
ら
湧
き
あ
が
る
霧

が
雲
海
を
な
し
幻
想
的
な
世
界
が
広
が

り
ま
す
。
他
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
天
空
の
村
の
生
活
、
一
度
体
験
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

東祖谷古民家 
美しき 
日本の残像を 
旅する 

三好市役所  観光課   
〒778-0002 徳島県三好市池田町マチ2145-1 
TEL.0883-72-7620

●お問い合わせ先 

① 

③ ⑤ 

①茅葺き屋根の古式ゆかしい外観 
②日本の原風景に出会える落合集落 
③囲炉裏、板張りの床、天井のないむき出しの
　垂木、古の暮らしを今に伝える 
④自炊用のＩＨ調理器が伝統的なたたずまいに
　溶け込む 
⑤「田舎のリサイクル」による持続可能な観光
　を説くアレックス・カー氏  
※日本各地に残る美しい風景と文化を守り伝える 
　事業を推進。氏が東祖谷に所有する築約３００年
　の古民家「　庵（ちいおり）」では国内外から年
　間数百名の宿泊体験者を受け入れている。著作
　に「美しき日本の残像」、「犬と鬼」などがある。 

④ 

② 

ひがし　　 い 　　 や 

５４ 

１６ ２４ 
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